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❷村の農業を担う新規就農者募集
❹飼い猫避妊手術費助成
❻連載　立野ダム（第２回）
❾戸建て木造住宅の耐震化事業
　（一括メニューの追加）
特設人権相談所を開設します
平成31年南阿蘇村成人式のお知らせ
　県中体連総合体育大会　結果

～トピックス～～トピックス～ 人口

男

女

計

世帯数

南
阿
蘇
村

5,150
5,542
10,692
4,530

（△92）

　（△134）

（△226）

（＋23）
平成30年7月31日現在

（前年同月比）

▲

今年も村内各所でお祭りが開催されました。どのお祭りもそれぞれ、準備・運営側、参加者、
来場者が一体となって盛り上がっていました。お祭りで話した小学生たちが、「明日はあれ
があるでしょ。来週はあそこへ行って、宿題もしないといけないし…」と、盛りだくさんの
予定を大変そうに、楽しそうに話してくれました。他にもさまざまなイベントが行われ、
夏休みの子どもたちは大忙しの様子でした。

▲

7月末に発生した台風12号は、九州の下でぐ
るんと一回転。普段は南から「く」の字を描いて北上することが多い台風ですが、変則的な進路をとることもあるよ
うです。9月に入ってもしばらくは台風シーズン。日ごろの備えを心がけながら、涼しい秋を待ちましょう。 実

62

編集
後記

３歳の誕生日を迎えるお子さんを
募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が
休日の場合は５日以降直
近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さん
の氏名と生年月日・保護
者の氏名・連絡先を添え
て政策企画課企画係まで
お申し込みください。

 政策企画課企画係
　℡（67）2230
　E-mail skikaku@vill.minamiaso.lg.jp

南阿蘇村（出身でも可）で、何
かに挑戦している人や頑張っ
ている人（団体）、活躍してい
る人を紹介します。年齢、自
薦・他薦は問いません。
たくさんの応募をお待ちして
います！

【申し込み・お問い合わせ】
政策企画課企画係
℡（67）2230

募集しています
「村と人」を

今回は、ご応募がありませんでした。
3歳の誕生日を迎えられる
村内在住のお子さまが
いらっしゃいましたら
ぜひご応募ください。

※メールでのご応募もできます。

Happy
 Birthday３さい

お誕生日　おめでとう

7月から8月にかけて、村内各所で夏祭りが開催されました。表紙は8月14日に行われた「両
併夏まつり」の、「両併名物！ 泡まで飲んで（ラムネ早飲み競争）」の様子。どのお祭りもた
くさんの人でにぎわっていました。（→各お祭りの様子は、10～12ページ「ホットニュース」
でお伝えしています）

表紙の説明

　
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
家
族
と
し
て
、
身
近
な
動

物
で
あ
る
猫
。Ｎ
Ｐ
О
法
人「
南
阿
蘇
村
保
護
猫

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
皆
さ
ん
は
、
猫
と
人

間
の
両
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
日
々

活
動
中
で
す
。

　
村
の
長
野
地
区
に
事
務
局
を
設
け
、
猫
の
一

時
預
か
り
や
譲
渡
会
の
ほ
か
、
主
に「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
」

と
呼
ば
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

「
ト
ラ
ッ
プ（
捕
獲
し
て
）」、「
ニ
ュ
ー
タ
ー（
不

妊
手
術
を
し
）」、「
リ
タ
ー
ン（
元
の
場
所
に
戻

す
）」こ
と
の
略
。
外
猫（
屋
外
で
飼
わ
れ
て
い

る
猫
や
野
良
猫
の
こ
と
）が
む
や
み
に
増
え
る

こ
と
や
、
増
え
た
子
猫
が
命
を
落
と
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
猫
が
増

え
す
ぎ
る
と
、
猫
が
苦
手
な
人
が
困
っ
た
り
、

非
難
の
声
が
出
て
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

生
ま
れ
て
き
た
か
ら
に
は
可
愛
が
っ
て
あ
げ
た

い
。
早
め
に
不
妊
手
術
を
す
る
こ
と
が
、
猫
た

ち
の
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」と
、
事

務
局
長
の
木
水
要
司
さ
ん（
乙
ヶ
瀬
、
写
真
左

端
）。
活
動
を
地
道
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
は
現
在
、
屋
外
で
過
ご
す
飼
い
猫
に

勝
手
に
処
置
を
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
保
護
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
情
報
提
供
は
、
事
務
局（
℡（
6
7
）

3
5
5
3
）ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

猫
た
ち
を
守
る
た
め
に

南
阿
蘇
村
保
護
猫
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ほ

み
な
み
あ

そ

む
ら

ご

ね
こ
し

え
ん

夏
の
思
い
出

お電話でもお気軽に

お問い合わせください。



◎消費税の軽減税率制度は、平成31年（2019年）10月1日からの消費税率の10％への引上げと同時に
実施されます。

◎軽減対象品目の取扱いがある消費税の課税事業者だけでなく、例えば、会議費や交際費として飲食料
品等を購入する事業者や消費税の免税事業者も、取扱商品の適用税率の確認や適用税率ごとの区分経
理など、制度の実施に向けた準備が必要となります。

（前回開催時の様子）

消費税軽減税率制度説明会のご案内

村の農業を担う新規就農者を募集しています

南阿蘇村「農のしごと」フェア

〈問い合わせ〉南阿蘇村農業研修生受入協議会事務局（南阿蘇村農政課農政係）
◎e-mail：nosei1@vill.minamiaso.lg.jp ◎TEL：0967（67）2706 ◎FAX：0967（67）0115

〈申込み・お問合せ窓口〉阿蘇税務署 法人課税部門　℡0967（22）0551
※税務署にご連絡の際は、税務署の電話番号にお掛けいただいた後、自動音声案内に従って「2」を選択してください。

　現在、南阿蘇村では、転出の増加や、子育て世代の不足による少子高齢化がかなり深刻な問題になっています。
　過疎化が進む中、基幹産業である農業の担い手不足などによって生じる耕作放棄地の増加や景観形成の悪化によ
り、地域の魅力低下につながることも危惧されています。
　そのため、村では、次世代の農業を担う新規就農者を募集しており、南阿蘇村の魅力を知ってもらうため、以下
の2つのイベントを開催します。

　阿蘇税務署では、事業者を対象として、消費税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。
　多くの事業者に関係のある制度ですので、ぜひ、お越しください。

　
9
月
8
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
5
時
ま
で
蔦
屋
書
店
熊
本
三

年
坂
で
、
南
阿
蘇
村「
農
の
し
ご
と
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
村
で
地
域
の
中
心
的
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
若
手

農
業
者
の
方
た
ち
と
、
山
コ
ン
の
司
会
で
有
名
な
荒
木
直
美
さ

ん
や
、
農
業
を
専
門
と
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
交
え
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
就
農
や
生
産
・
栽
培
・

加
工
等
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
村
で
新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
か
ら
、
農
業
に
少
し
で
も
興

味
が
あ
る
方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
当
日
は
就
農
相
談
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

蔦
屋
書
店
熊
本
三
年
坂

住
　
所
：
熊
本
市
中
央
区
安
政
町
1
‐
2

T
E
L
：
0
9
6
‐
2
1
2
‐
9
1
1
1

南阿蘇村新規就農・就業現地研修ツアー
　
10
月
6
日（
土
）に
は
、
村
内
の
農
業
ほ
場
見
学
や
、

就
農
者
と
の
交
流
を
図
る
、
新
規
就
農
・
就
業
現
地
研

修
ツ
ア
ー
も
開
催
予
定
で
す
。

　
前
回
は
、
村
の
特
産
品
で
あ
る
あ
か
牛
を
生
産
す
る

栃
原
薫
さ
ん
の
ほ
場
と
、
農
業
の
6
次
産
業
化
に
取
り

組
む
浅
尾
秀
一
郎
さ
ん
の
ほ
場
見
学
、
ま
た
浅
尾
さ
ん

が
営
む「
久
木
野
庵
」で
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
、
農
家
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
9
人
の
方
全
員
が
、「
南
阿

蘇
村
の
景
色
や
空
気
、
水
が
す
ば
ら
し
い
」「
ま
た
南
阿

蘇
村
に
来
た
い
」と
口
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
村
広
報
紙

や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
元
新
聞
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・座席数30席
・要事前申込み

備考

阿蘇税務署　1階大会議室
（阿蘇市一の宮町宮地1944）

会場

9月20日（木）
午後1時30分～午後2時30分

・座席数50席
・要事前申込み

南阿蘇村役場　2階大会議室
（南阿蘇村大字河陽1705-1）

9月21日（金）
午後1時30分～午後2時30分

日時

●鶴屋

●パルコ

●熊本市役所
　熊本市中央区役所

COCOSA熊本
●

下
通
り

上
通
り

●
蔦屋書店 熊本三年坂

●セブンイレブン

ホテル日航熊本
●

通町筋

耕
作
放
棄
地
解
消
機
械

「
ス
ラ
イ
ド
モ
ア
」を
導
入
し
ま
し
た

　
耕
作
放
棄
地
の
存
在
は
、
農
地
の
有
効
活
用
上
の
問
題
ば
か
り
で

な
く
、
病
害
虫
の
発
生
源
、
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
と
な
る
な
ど
、
地

域
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
は
極
め

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
阿
蘇
村
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
推
進
す
る

た
め
、『
耕
作
放
棄
地
解
消
機
械
』と
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
モ
ア
２
台
を

導
入
し
、
機
械
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　
機
械
を
使
用
で
き
る
人
は
、
村
内
に
住
所
を
有
し
、
村
内
の
農
地

を
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
人
で
す
。

　
機
械
の
使
用
に
は
、
大
型
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
使
用
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
村
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ス
ラ
イ
ド
モ
ア
の
使
用
料

　
農
地
面
積
10
ａ
ま
で
2
，
0
0
0
円（
1
ａ
増
ご
と
に
2
0
0
円
）

〈問い合わせ〉
村農業委員会事務局
℡（67）2707

◎阿蘇税務署の駐車場には限りがあります。満車の場合は、お近くの民間駐車場（有料）をご利用ください。
◎会場の席数に限りがございますので、参加の際は事前に下記の窓口へお申込み願います。

【開催日時・会場等】

みんな来てね～。
　待っているよ～。
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産
業
化
に
取
り

組
む
浅
尾
秀
一
郎
さ
ん
の
ほ
場
見
学
、
ま
た
浅
尾
さ
ん

が
営
む「
久
木
野
庵
」で
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
、
農
家
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
9
人
の
方
全
員
が
、「
南
阿

蘇
村
の
景
色
や
空
気
、
水
が
す
ば
ら
し
い
」「
ま
た
南
阿

蘇
村
に
来
た
い
」と
口
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
村
広
報
紙

や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
元
新
聞
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・座席数30席
・要事前申込み

備考

阿蘇税務署　1階大会議室
（阿蘇市一の宮町宮地1944）

会場

9月20日（木）
午後1時30分～午後2時30分

・座席数50席
・要事前申込み

南阿蘇村役場　2階大会議室
（南阿蘇村大字河陽1705-1）

9月21日（金）
午後1時30分～午後2時30分

日時

●鶴屋

●パルコ

●熊本市役所
　熊本市中央区役所

COCOSA熊本
●

下
通
り

上
通
り

●
蔦屋書店 熊本三年坂

●セブンイレブン

ホテル日航熊本
●

通町筋

耕
作
放
棄
地
解
消
機
械

「
ス
ラ
イ
ド
モ
ア
」を
導
入
し
ま
し
た

　
耕
作
放
棄
地
の
存
在
は
、
農
地
の
有
効
活
用
上
の
問
題
ば
か
り
で

な
く
、
病
害
虫
の
発
生
源
、
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
と
な
る
な
ど
、
地

域
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
は
極
め

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
阿
蘇
村
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
推
進
す
る

た
め
、『
耕
作
放
棄
地
解
消
機
械
』と
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
モ
ア
２
台
を

導
入
し
、
機
械
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　
機
械
を
使
用
で
き
る
人
は
、
村
内
に
住
所
を
有
し
、
村
内
の
農
地

を
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
人
で
す
。

　
機
械
の
使
用
に
は
、
大
型
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
使
用
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
村
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ス
ラ
イ
ド
モ
ア
の
使
用
料

　
農
地
面
積
10
ａ
ま
で
2
，
0
0
0
円（
1
ａ
増
ご
と
に
2
0
0
円
）

〈問い合わせ〉
村農業委員会事務局
℡（67）2707

◎阿蘇税務署の駐車場には限りがあります。満車の場合は、お近くの民間駐車場（有料）をご利用ください。
◎会場の席数に限りがございますので、参加の際は事前に下記の窓口へお申込み願います。

【開催日時・会場等】

みんな来てね～。
　待っているよ～。
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国民健康保険からのお知らせ
〈問い合わせ〉健康推進課  医療保険係国保担当 ℡（67）2704

〈問い合わせ〉熊本地方法務局 復興事業対策室 ℡ 096（364）2221
（平日：午前8時30分から午後5時15分まで）

（法務局からのお知らせ）
熊本地震により倒壊等した建物の

職権による建物取壊し登記作業について

　熊本地方法務局では、平成28年熊本地震によって倒壊等した建
物について、被災された人々の建物取壊しの登記申請の負担軽減を
図るとともに、被災地の速やかな復興のため、県内の被災地域にお
いて、所有者の申請によらずに登記官の職権で建物取壊しの登記を
行ってまいりましたが、取壊しの登記が行われていない建物が残っ
ている可能性があります。
　つきましては、登記されている建物で、建物の全部が公費解体等
により取り壊されたにもかかわらず、未だ取壊しの登記がされてい
ない場合は、平成30年12月28日までに、問い合わせ先までご連
絡願います。

震災により倒壊等した建物ではあるが…
①建物の破損・解体が一部分である場合
②1つの登記記録に2棟以上の建物（例えば居宅と物置など）
が存在し、その全ての建物が解体等されていない場合

〜
阿
蘇
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

飼
い
猫
避
妊
手
術
費
助
成
に
つ
い
て

　
動
物
愛
護
の
精
神
お
よ
び
動
物
の
適
切
な
飼
養
の
啓
発
を
図
る
こ

と
、
な
ら
び
に
地
域
環
境
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
前
年

度
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
次
の
と
お
り
助
成
事
業
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
9
月
3
日（
月
）〜
10
月
5
日（
金
）

　（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
対
象

　
阿
蘇
地
域
在
住
で
、
メ
ス
猫
を
飼
養
し
て
い
る
人

　（
避
妊
手
術
は
阿
蘇
地
域
の
開
業
動
物
病
院
に
限
り
ま
す
）

■
助
成
額
　
５
，
０
０
０
円

＊
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
１
世
帯
２
頭
ま
で
で
す
。

＊
申
込
の
際
に
は
本
人
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す（
上
限
50
頭
）。

＊
抽
選
結
果
は
、
受
付
期
間
終
了
後
30
日
以
内
に
文
書
に
て
通
知

し
ま
す
。

＊
決
定
通
知
が
届
い
た
後
に
、
手
術
の
予
約
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
・
窓
口
〉

　
阿
蘇
地
域
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
事
務
局

　（
阿
蘇
保
健
所
衛
生
環
境
課
内
）

　
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２
番
地

　
℡
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
５

職権による取壊しの
登記の対象とならない建物

　
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

で
健
診
結
果
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
村
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

⒈
　
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
時
に
お
い
て
村
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

⒉
　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
よ
う
と
す
る
日
の
属
す

る
年
の
年
度
中
に
40
歳
以
上
と
な
る
人
。

⒊
　
申
請
日
に
納
期
限
が
到
来
し
た
国
民
健
康
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

⒋
　
当
該
年
度
に
、
村
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
な
い
人
。

※
同
一
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
補
助
と
特
定
健

診
受
診
ど
ち
ら
も
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⒌
　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律（
昭
和
57

年
法
律
第
80
号
）に
規
定
す
る
特
定
健
康
診
査
お

よ
び
特
定
保
健
指
導
に
当
該
人
間
ド
ッ
ク
の
検

査
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
人
。

⒍
　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導
な

ど
の
対
象
者
と
な
っ
た
場
合
に
当
該
指
導
を
受

け
る
こ
と
に
同
意
す
る
人
。

■
補
助
対
象
者

•
1
日
ド
ッ
ク
、
2
日
ド
ッ
ク

と
も
に
6
，
5
0
0
円

■
補
助
金
の
額

•
服
薬
歴
、
既
往
歴
お
よ
び
生
活
習
慣
に
関
す
る
項
目

•
自
覚
症
状
な
ど

•
身
長
、
体
重
、
B
M
I
、
腹
囲
、
血
圧

•
身
体
診
察

•
中
性
脂
肪
、
H
D
L
、
L
D
L
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

•
A
S
T（
G
O
T
）、
A
L
T（
G
P
T
）、γ
‐
G
T（
γ
‐
G
T
P
）

•
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c
、
空
腹
時
血
糖（
ま
た
は
随
時
血
糖
）

•
尿
糖
、
尿
蛋
白

•
血
色
素
量
、
赤
血
球
数
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値

•
心
電
図
検
査

•
眼
底
検
査

•
医
師
の
判
断
欄
の
記
載

■
提
供
し
て
い
た
だ
く
必
要
な
項
目

•
平
成
31
年
3
月
29
日（
金
）

ま
で

■
申
請
期
限

•
保
険
証

•
領
収
証

•
受
診
結
果
票

•
印
鑑

•
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

■
申
請
に
必
要
な
物

村
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
広
報
み
な
み
あ
そ
８
月
号
5
ペ
ー
ジ
掲
載
の「
国
民
健
康
保

険
か
ら
の
お
知
ら
せ
」は
、
70
歳
以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
自

己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
対
象
年
齢
に
つ
い
て
の
表
示
が
も
れ
て
お
り
、
わ
か
り
に
く

い
掲
載
に
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び
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国民健康保険からのお知らせ
〈問い合わせ〉健康推進課  医療保険係国保担当 ℡（67）2704

〈問い合わせ〉熊本地方法務局 復興事業対策室 ℡ 096（364）2221
（平日：午前8時30分から午後5時15分まで）

（法務局からのお知らせ）
熊本地震により倒壊等した建物の

職権による建物取壊し登記作業について

　熊本地方法務局では、平成28年熊本地震によって倒壊等した建
物について、被災された人々の建物取壊しの登記申請の負担軽減を
図るとともに、被災地の速やかな復興のため、県内の被災地域にお
いて、所有者の申請によらずに登記官の職権で建物取壊しの登記を
行ってまいりましたが、取壊しの登記が行われていない建物が残っ
ている可能性があります。
　つきましては、登記されている建物で、建物の全部が公費解体等
により取り壊されたにもかかわらず、未だ取壊しの登記がされてい
ない場合は、平成30年12月28日までに、問い合わせ先までご連
絡願います。

震災により倒壊等した建物ではあるが…
①建物の破損・解体が一部分である場合
②1つの登記記録に2棟以上の建物（例えば居宅と物置など）
が存在し、その全ての建物が解体等されていない場合

〜
阿
蘇
保
健
所
か
ら
の
お
知
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せ
〜

飼
い
猫
避
妊
手
術
費
助
成
に
つ
い
て

　
動
物
愛
護
の
精
神
お
よ
び
動
物
の
適
切
な
飼
養
の
啓
発
を
図
る
こ

と
、
な
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び
に
地
域
環
境
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
前
年

度
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
次
の
と
お
り
助
成
事
業
を
行
う
こ
と
と

な
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ま
し
た
の
で
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せ
し
ま
す
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受
付
期
間

　
9
月
3
日（
月
）〜
10
月
5
日（
金
）
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・
日
・
祝
日
除
く
）

■
対
象

　
阿
蘇
地
域
在
住
で
、
メ
ス
猫
を
飼
養
し
て
い
る
人

　（
避
妊
手
術
は
阿
蘇
地
域
の
開
業
動
物
病
院
に
限
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ま
す
）

■
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成
額
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，
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０
０
円

＊
助
成
の
対
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と
な
る
の
は
１
世
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２
頭
ま
で
で
す
。

＊
申
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の
際
に
は
本
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確
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を
ご
持
参
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い
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申
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多
数
の
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抽
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ま
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50
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）。
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抽
選
結
果
は
、
受
付
期
間
終
了
後
30
日
以
内
に
文
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に
て
通
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ま
す
。

＊
決
定
通
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が
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た
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に
、
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術
の
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て
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だ
さ
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。
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２
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登記の対象とならない建物

　
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
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で
健
診
結
果
を
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供
し
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だ
い
た
村
国
民
健

康
保
険
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保
険
者
に
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、
補
助
を
行
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ま
す
。
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の
い
ず
れ
に
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。

⒈
　
人
間
ド
ッ
ク
の
受
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時
に
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い
て
村
国
民
健
康

保
険
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被
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こ
と
。

⒉
　
人
間
ド
ッ
ク
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と
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る
日
の
属
す

る
年
の
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度
中
に
40
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以
上
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。

⒊
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に
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る
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こ
と
。
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に
、
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特
定
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を
受
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て
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な
い
人
。
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同
一
年
度
内
に
人
間
ド
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ク
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と
特
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受
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ど
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も
受
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こ
と
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の
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し
て
い
た
だ
く
必
要
な
項
目

•
平
成
31
年
3
月
29
日（
金
）

ま
で

■
申
請
期
限

•
保
険
証

•
領
収
証

•
受
診
結
果
票

•
印
鑑

•
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

■
申
請
に
必
要
な
物

村
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
広
報
み
な
み
あ
そ
８
月
号
5
ペ
ー
ジ
掲
載
の「
国
民
健
康
保

険
か
ら
の
お
知
ら
せ
」は
、
70
歳
以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
自

己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
対
象
年
齢
に
つ
い
て
の
表
示
が
も
れ
て
お
り
、
わ
か
り
に
く

い
掲
載
に
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び
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　次回、連載最終回の第3回（広報10月号）では、村と立野ダムとの関わりかたについてお伝えする予定です。

立野ダム 第2回　ダムの構造について連
載

立野ダムの洪水調節イメージ(横から見た図)○普段の様子
　川の水は、川と同じ高さにある下段の放流孔（穴）を通って、
ダムでせき止められることなく、渓流の状態で上流から下流
へと常に流れています。
○洪水時の様子
　大雨などで川の水量が増え、下段の放流孔から流れる水量
より多くなると、流れてくる水の一部が、ダムに貯まり始め
ます。上流から流れてくる水量が増え、ダムの水位が上がっ
てきた場合には、上段の2つの放流孔からも水が流れ始めます。
立野ダムは、上流から流れてくる水をダムに一時的に貯める
ことで、洪水被害の防止・軽減を図り、避難する時間を長く
確保することができます。
○洪水後の様子
　雨が収まり、上流から流れてくる水が普段の量に戻ってい
くと、ダムに貯まっていた水は流れて減っていき、やがて普
段の状態まで戻ります。
○放流孔（水を流す穴）について
　放流孔の上流側には、鋼製のスクリーン（柵）が設置されて
います。柵は、放流孔が流木等で詰まり水を流せなくなるこ
とを防ぎます。柵は放流孔の大きさに比べて17倍～20倍の
面積があり、模型実験で効果も確認しています。

前号に引き続き、立野ダム工事事務所から詳し
いご説明を伺いました。

○立野ダムはどんな構造のダムか
　「ダム」と聞くと、川の水がせき止められて貯
まっている様子を想像されるかもしれません。
　しかし、立野ダムは「流水型ダム」という構造
で、普段はダムに水は貯まっていません。

普段の様子

上
流

下
流

川の水は、せき止められるこ
となく流れています。

洪水調節開始

上流から流れてくる水量が多
くなると、一部が貯まり始め
ます。

洪水時

流れてくる水量と、穴から放
流する水量の差をダム上流に
貯めることで洪水被害を防ぎ
ます。

洪水後

洪水が収まると、貯まってい
た水は流れていき、次第に普
段の状態に戻ります。

協議会の様子

第
７
回 

南
阿
蘇
鉄
道

沿
線
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
の
開
催

　
７
月
26
日（
木
）、
南
阿
蘇
村
役
場
に
て
第
７
回
の

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
を
軸
に
路
線
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
各
公
共
交
通
機
関
が
連
携
し

た
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
構
築
を
目
的
に
昨
年

5
月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
初
と
な
る
会
議
で
は
、
平
成
29
年
度
事
業

報
告
お
よ
び
決
算
報
告
の
後
に
平
成
30
年
度
事
業
計

画（
案
）・
予
算（
案
）に
つ
い
て
、
委
員
に
よ
る
議
論

と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
内
容
を
反
映
し
た
う
え
で
、
協
議
会

や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
、
南
阿
蘇
鉄
道

を
軸
と
し
た
具
体
的
な
取
組
み
の
検
討
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
一
致
し
ま
し
た
。

南
鉄
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
２
０
１
８
夏
の

開
催
に
つ
い
て

　「
南
阿
蘇
鉄
道
沿
線
フ
ォ
ト

グ
ラ
ム
2
0
1
8
夏
」は
、

Instagram

（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
）ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
っ
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。

　
日
頃
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
通
じ
て
S
N
S
を
利
用

し
て
い
る
皆
さ
ん
に
南
阿
蘇

鉄
道（
通
称
：
南
鉄
）の
魅
力

を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
当
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

　
熊
本
地
震
に
よ
り
部
分
運

行
中
で
あ
る
南
阿
蘇
鉄
道
の

車
窓
か
ら
見
つ
け
た
素
敵
な

風
景
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
印

象
的
な
ワ
ン
シ
ー
ン
、
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
的
な
駅
舎
風
景

な
ど
、
南
阿
蘇
鉄
道
を
応
援

し
た
く
な
る
、
駅
舎
を
訪
れ

た
く
な
る
よ
う
な
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

﹇
募
集
期
間
﹈

　
9
月
30
日（
日
）ま
で

日本ダムカレー協会主催 宮島咲氏

阿
蘇
立
野
ダ
ム
カ
レ
ー

お
披
露
目
会
＆

ダ
ム
カ
レ
ー
講
演
会

　
７
月
23
日
、「
阿
蘇
・
立
野
峡
谷
」ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る「
阿
蘇
立
野
ダ
ム
カ
レ
ー

お
披
露
目
会
＆
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ダ
ム
カ
レ
ー
お
披
露
目
会
で
は
、「
阿
蘇
東
急
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
」、「
茶
庵
と
ち
の
き
」が
ダ
ム
カ
レ
ー

を
披
露
。
穴
あ
き
ダ
ム
の
特
徴
や
柱
状
節
理
、
北

向
谷
原
始
林
な
ど
を
野
菜
や
肉
な
ど
の
盛
り
付
け

で
表
現
し
た
カ
レ
ー
が
披
露
さ
れ
、「
ダ
ム
マ
ニ
ア

＆
ダ
ム
ラ
イ
タ
ー
」で
あ
り
、
日
本
ダ
ム
カ
レ
ー

協
会
主
宰
の
宮
島 

咲
氏
か
ら
ダ
ム
カ
レ
ー
認
定
の

お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
披
露
目
会
終
了
後
は
、
宮
島
氏
に
よ
る「
ダ

ム
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
」と
題
し
た
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ム
建
設
地
の
多
く
は
山

間
の
過
疎
地
域
で
す
が
、
ダ
ム
見
学
者
へ
の
お
も

て
な
し
な
ど
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
例
な
ど
、

観
光
振
興
に
関
す
る
全
国
の
事
例
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈問い合わせ〉産業観光課　℡（67）1112

穴は、川と同じ高さに1つ、
その上に2つあります。

詳しくは、
こちらのQRコードにて

ご確認ください。

み
や
じ
ま

さ
き
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2

3

2/3

1/2

4/5

1/2

4/5

対象戸数補助率 限度額

耐震改修設計

耐震改修工事

建替え工事（増額）

耐震シェルター工事

耐震改修設計工事（新規）

20万円

60万円

100万円

20万円

100万円

事業内容

10人
40人

4月～翌年3月（週5日）
4月～ 12月（週3日）

定員研修期間
① プロ経営者コース
② 実践農業コース

研修コース名

VOL.15

南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
加
算
支
援
金
等
の
申
請
に
つ
い
て

　
生
活
再
建
支
援
金
の「
加
算
支
援
金（
住
宅
の
再
建
方
法
に

応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
）」に
つ
い
て
は
、
住
ま
い
再
建
に

係
る
契
約
書
が
あ
る
世
帯
は
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
概

要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
者
…
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
解
体
世
帯

○
提
出
書
類
…
住
ま
い
再
建
に
係
る
契
約
書
等
の
写
し

○
支
援
額

○
申
請
期
限
…
平
成
31
年
5
月
13
日（
月
）

（
参
考
）そ
の
他
の
支
援
制
度

◇
住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
利
子
の
助
成

　
①
自
宅
再
建
利
子
助
成
事
業

　
②
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助
成
事
業

◇
村
内
で
新
築
・
購
入
に
て
再
建
し
た
場
合
の
助
成

　
③
自
宅
再
建
諸
経
費
助
成
事
業

　
④
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
諸
経
費
助
成
事
業

◇
民
間
賃
貸
住
宅
で
再
建
し
た
場
合
の
助
成

　
⑤
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
事
業

◇
再
建
後
の
引
越
し
費
用
に
対
す
る
助
成

　
⑥
転
居
費
助
成
事
業

○
申
請
時
期
…
再
建
し
た
住
宅
に
入
居
し
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
６
カ
月
以
内

○
申
請
窓
口
…
復
興
推
進
課 

総
合
支
援
係

■
大
津
町
役
場
内
職
員
駐
在
所
の
閉
鎖
に
つ
い
て

　
地
震
後
の
平
成
28
年
10
月
か
ら
、
大
津
町
役
場
内
に
開

設
し
て
お
り
ま
す
南
阿
蘇
村
職
員
駐
在
所
に
つ
い
て
、
来

る
9
月
末
を
も
っ
て
閉
所
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地

震
か
ら
２
年
余
り
を
経
過
し
、
阿
蘇
長
陽
大
橋
の
開
通
や

長
期
避
難
世
帯
の
解
除
、
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間（
２

年
間
）満
了
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
立
野
地
域
内
に

戻
ら
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
で
す
。

　
な
お
、
村
外
の
仮
設
住
宅
等
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々

に
つ
い
て
は
、
ゆ
る
っ
と
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
南
阿
蘇
村
役
場
ま
で
移
動
さ
れ
る
際
の
運
賃
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
運
賃
の
補
助
に
関
す

る
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
観
光
課（
℡（
６

７
）１
１
１
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
津
郵
便
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
証
明
書
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
震
災
遺
構
現
地
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
７
月
27
日
お
よ
び
８
月
７
日
に
、
村
内
の
小
・
中
学
校

の
先
生
を
対
象
と
し
た「
震
災
遺
構
現
地
見
学
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会
は
学
校
の
防
災
教
育
へ
の
震
災

遺
構
の
活
用
を
目
的
と
し
て
２
日
間
行
わ
れ
、
約
40
人
の

先
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
案
内
で
阿
蘇
大

橋
の
崩
落
現
場
や
東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
、
高
野
台

の
地
す
べ
り
跡
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
は
、

被
災
・
復
旧
状
況
だ
け
で
な
く
、
立
野
峡
谷
か
ら
阿
蘇
の

成
り
立
ち
や
地
層
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
村
内
の
子
ど
も
た
ち
へ

伝
え
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
修
学
旅
行
な
ど
を
と
お
し
て

村
外
の
子
ど
も
た
ち
に
も
学
習
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

❶
出
発
前
の
復
興
推
進
課
長
あ
い
さ
つ

❷
阿
蘇
大
橋
崩
落
現
場
付
近
で
の
案
内

❶

❷

❹

❸
区
分

建
設
・
購
入

補
修

賃
借（
民
間
）

複
数
世
帯

（
世
帯
員
が
複
数
）

単
数
世
帯

（
世
帯
員
が
単
数
）

２
０
０
万
円

1
０
０
万
円

50
万
円

1
5
０
万
円

75
万
円

37
・
5
万
円

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
化
事
業

　
　
　
　
　
　 （
一
括
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
）

南
阿
蘇
村
戸
建
て
木
造
住
宅
耐
震
改

修
事
業

　
村
で
は
、
耐
震
改
修
な
ど
の
耐
震

対
策
を
行
っ
た
人
に
対
象
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
ま
た

は
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
戸
建
て
木

造
住
宅
で
、
村
が
定
め
る
要
件
を
満

た
す
住
宅

■
補
助
額

■
募
集
期
間

　
10
月
31
日（
水
）ま
で

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
建
設
課 

施
設
管
理
係

　
℡（
6
7
）3
1
7
8

熊
本
県
住
宅
耐
震
化
事
業

　
県
で
は
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
住
ま
い
の
確
保
を
図
る
た
め
、

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断（
一
般

診
断
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
ま
た

は
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
戸
建
て
木

造
住
宅

■
診
断
費
用

　
住
宅
図
面
あ
り
　 

5
，
5
0
0
円

　
　
　
　
　
な
し 

1
9
，
0
0
0
円

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
9
6（
3
8
5
）0
7
7
1

※
自
費
で
耐
震
診
断
を
終
え
た
人
へ

　
県
で
は
、
自
費
耐
震
診
断
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

県
土
木
部
建
築
課

℡
0
9
6（
3
3
3
）2
5
3
5

■
黒
川
地
区
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

　
そ
う
め
ん
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
８
月
５
日
に
旧
長
陽
西
部
小
学
校
に
お
い
て
、
県
地

域
振
興
課
の
主
催
で「
黒
川
地
区
の
創
造
的
復
興
に
向

け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
川
地

区
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
住
民
を
対
象
に
１
回
、
東
海
大

学
の
先
生
や
学
生
を
対
象
に
計
４
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
復
興
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
出
し

あ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
東
海
大
学
生
や
黒
川
区
の
住
民
な
ど
約
20

人
の
参
加
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
を
も
と
に
活
発

な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
に
は
、
東
海
大
学
生
の
学

生
団
体「
阿
蘇
の
灯
」に
よ
る
そ
う
め
ん
流
し
が
行
わ
れ
、

学
生
と
住
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

❸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
復
興
へ
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

❹
住
民
と
学
生
に
よ
る
そ
う
め
ん
流
し

詳しくは、
農大研修部　℡096(248)6600
または農大ホームページへ

平成31年度 農業大学校新規就農支援研修生を募集します
　農大では、就職に必要な栽培技術や経営のノウハウを基礎から学べる農業研修を実施しています。
充実したカリキュラムで仲間とともに農業を始めてみませんか。

前期募集　9月18日(火)～10月29日(月)まで　①10人　②25人
後期募集　1月7日(月)～1月28日(月)まで　①前期募集の残数名　②15人

熊本 農大 検索
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2

2

1

2

3

2/3

1/2

4/5

1/2

4/5

対象戸数補助率 限度額

耐震改修設計

耐震改修工事

建替え工事（増額）

耐震シェルター工事

耐震改修設計工事（新規）

20万円

60万円

100万円

20万円

100万円

事業内容

10人
40人

4月～翌年3月（週5日）
4月～ 12月（週3日）

定員研修期間
① プロ経営者コース
② 実践農業コース

研修コース名

VOL.15

南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
加
算
支
援
金
等
の
申
請
に
つ
い
て

　
生
活
再
建
支
援
金
の「
加
算
支
援
金（
住
宅
の
再
建
方
法
に

応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
）」に
つ
い
て
は
、
住
ま
い
再
建
に

係
る
契
約
書
が
あ
る
世
帯
は
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
概

要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
者
…
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
解
体
世
帯

○
提
出
書
類
…
住
ま
い
再
建
に
係
る
契
約
書
等
の
写
し

○
支
援
額

○
申
請
期
限
…
平
成
31
年
5
月
13
日（
月
）

（
参
考
）そ
の
他
の
支
援
制
度

◇
住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
利
子
の
助
成

　
①
自
宅
再
建
利
子
助
成
事
業

　
②
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助
成
事
業

◇
村
内
で
新
築
・
購
入
に
て
再
建
し
た
場
合
の
助
成

　
③
自
宅
再
建
諸
経
費
助
成
事
業

　
④
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
諸
経
費
助
成
事
業

◇
民
間
賃
貸
住
宅
で
再
建
し
た
場
合
の
助
成

　
⑤
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
事
業

◇
再
建
後
の
引
越
し
費
用
に
対
す
る
助
成

　
⑥
転
居
費
助
成
事
業

○
申
請
時
期
…
再
建
し
た
住
宅
に
入
居
し
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
６
カ
月
以
内

○
申
請
窓
口
…
復
興
推
進
課 

総
合
支
援
係

■
大
津
町
役
場
内
職
員
駐
在
所
の
閉
鎖
に
つ
い
て

　
地
震
後
の
平
成
28
年
10
月
か
ら
、
大
津
町
役
場
内
に
開

設
し
て
お
り
ま
す
南
阿
蘇
村
職
員
駐
在
所
に
つ
い
て
、
来

る
9
月
末
を
も
っ
て
閉
所
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地

震
か
ら
２
年
余
り
を
経
過
し
、
阿
蘇
長
陽
大
橋
の
開
通
や

長
期
避
難
世
帯
の
解
除
、
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間（
２

年
間
）満
了
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
立
野
地
域
内
に

戻
ら
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
で
す
。

　
な
お
、
村
外
の
仮
設
住
宅
等
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々

に
つ
い
て
は
、
ゆ
る
っ
と
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
南
阿
蘇
村
役
場
ま
で
移
動
さ
れ
る
際
の
運
賃
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
運
賃
の
補
助
に
関
す

る
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
観
光
課（
℡（
６

７
）１
１
１
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
津
郵
便
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
証
明
書
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
震
災
遺
構
現
地
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
７
月
27
日
お
よ
び
８
月
７
日
に
、
村
内
の
小
・
中
学
校

の
先
生
を
対
象
と
し
た「
震
災
遺
構
現
地
見
学
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会
は
学
校
の
防
災
教
育
へ
の
震
災

遺
構
の
活
用
を
目
的
と
し
て
２
日
間
行
わ
れ
、
約
40
人
の

先
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
案
内
で
阿
蘇
大

橋
の
崩
落
現
場
や
東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
、
高
野
台

の
地
す
べ
り
跡
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
は
、

被
災
・
復
旧
状
況
だ
け
で
な
く
、
立
野
峡
谷
か
ら
阿
蘇
の

成
り
立
ち
や
地
層
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
村
内
の
子
ど
も
た
ち
へ

伝
え
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
修
学
旅
行
な
ど
を
と
お
し
て

村
外
の
子
ど
も
た
ち
に
も
学
習
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

❶
出
発
前
の
復
興
推
進
課
長
あ
い
さ
つ

❷
阿
蘇
大
橋
崩
落
現
場
付
近
で
の
案
内

❶

❷

❹

❸
区
分

建
設
・
購
入

補
修

賃
借（
民
間
）

複
数
世
帯

（
世
帯
員
が
複
数
）

単
数
世
帯

（
世
帯
員
が
単
数
）

２
０
０
万
円

1
０
０
万
円

50
万
円

1
5
０
万
円

75
万
円

37
・
5
万
円

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
化
事
業

　
　
　
　
　
　 （
一
括
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
）

南
阿
蘇
村
戸
建
て
木
造
住
宅
耐
震
改

修
事
業

　
村
で
は
、
耐
震
改
修
な
ど
の
耐
震

対
策
を
行
っ
た
人
に
対
象
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
ま
た

は
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
戸
建
て
木

造
住
宅
で
、
村
が
定
め
る
要
件
を
満

た
す
住
宅

■
補
助
額

■
募
集
期
間

　
10
月
31
日（
水
）ま
で

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
建
設
課 

施
設
管
理
係

　
℡（
6
7
）3
1
7
8

熊
本
県
住
宅
耐
震
化
事
業

　
県
で
は
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
住
ま
い
の
確
保
を
図
る
た
め
、

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断（
一
般

診
断
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
ま
た

は
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
戸
建
て
木

造
住
宅

■
診
断
費
用

　
住
宅
図
面
あ
り
　 

5
，
5
0
0
円

　
　
　
　
　
な
し 

1
9
，
0
0
0
円

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
9
6（
3
8
5
）0
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そ
う
め
ん
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
８
月
５
日
に
旧
長
陽
西
部
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学
校
に
お
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て
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県
地

域
振
興
課
の
主
催
で「
黒
川
地
区
の
創
造
的
復
興
に
向

け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
川
地

区
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
住
民
を
対
象
に
１
回
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東
海
大

学
の
先
生
や
学
生
を
対
象
に
計
４
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
復
興
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
出
し

あ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
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東
海
大
学
生
や
黒
川
区
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住
民
な
ど
約
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人
の
参
加
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
を
も
と
に
活
発

な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
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大
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生
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」に
よ
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そ
う
め
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わ
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生
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住
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に
ぎ
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て
い
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。

❸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
復
興
へ
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
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住
民
と
学
生
に
よ
る
そ
う
め
ん
流
し

詳しくは、
農大研修部　℡096(248)6600
または農大ホームページへ

平成31年度 農業大学校新規就農支援研修生を募集します
　農大では、就職に必要な栽培技術や経営のノウハウを基礎から学べる農業研修を実施しています。
充実したカリキュラムで仲間とともに農業を始めてみませんか。

前期募集　9月18日(火)～10月29日(月)まで　①10人　②25人
後期募集　1月7日(月)～1月28日(月)まで　①前期募集の残数名　②15人

熊本 農大 検索
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　白水保育所、久木野保育所で、それぞれ夏祭りが行われました。
　園児たちは、自分たちの手で作り上げたおみこしを担いで園庭に立てられたやぐらを一周。保護者役員の皆さんや先
生が用意した、わたがしやかき氷を食べたり、ヨーヨー釣りやお化け屋敷などの出店を回ったりと、どちらの保育所で
も大はしゃぎでお祭りを満喫していました。

楽しい夏の思い出に
白水保育所・久木野保育所夏祭り

久木野保育所

7
27

地域の見守り活動強化と災害時の応急生活物資供給の連携を
見守り活動及び災害時における応急生活物資供給等に関する協定書調印式

7
9

南阿蘇情報8カ国語で発信
インバウンド観光推進に関するパートナーシップ協定調印式

7
20

最後まで泳ぎきり 友だちと高め合って
村学童水泳記録会

7
21

真っ赤なおいしいトマトをどうぞ
JA阿蘇南部トマト部会

7
24

　消防操法技術を競う第29回阿蘇郡消防操法大会が7
月29日、南小国町役場駐車場で開催されました。
　大会には、郡内6町村からポンプ車の部に4分団、小
型ポンプの部に11分団が出場。
　本村からは、6月に開催された村大会で好成績を収め
た第2分団(白川)と第13分団(喜多、栃木)が、小型ポ
ンプの部に出場しました。入賞は逃したものの、両分団
とも機敏な動きと技術を披露しました。

南阿蘇の夏、大盛況の一夜
あそ望の郷くぎの夏まつり

8
2

訓練の成果を発揮
第29回阿蘇郡消防操法大会

7
29

　「あそ望の郷くぎの夏まつり」が、道の駅あそ望の郷く
ぎの駐車場で開催されました。
　ステージイベントでは、フラダンス、タヒチアンダン
スや舞踊の披露、猿まわしやバルーンアートのショーな
どが行われ、子どもたちはステージ前に集まって見入っ
ていました。浴衣コンテストには来場者が参加し、審査
員や観客にそれぞれアピール。3位までの入賞者には浴
衣セットが贈られました。
　そのほか、ライブやお楽しみ抽選会などの催しもあり、
最後の花火大会までたくさんの人で賑わっていました。

20組が参加し盛り上がった浴衣コンテスト

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

　村と生活協同組合くまもとによる、見守り活動及び災害
時における応急生活物資供給等に関する協定書調印式が、
役場応接室で行われました。
　締結された協定は、生協くまもとが日常の業務活動の中
で、地域住民の異変や生活上の支障などに気づいた場合に
村へ連絡・通報を行う見守り支援と、災害時に応急生活物
資の供給などに協力する包括連携協定となっています。
　式には生協くまもと代表理事のほか、吉良村長や関係者
が出席。調印後に吉良村長が「この協定により村民が安心・
安全に生活できるよう、相互の連携強化が地域の異変や異
常への早期対応につながることに期待します」とあいさつ
しました。

協定書調印式の様子

　南阿蘇村と一般財団法人モバイルスマートタウン推進
財団（東京）が、インバウンド（訪日外国人観光客）の増
加に向けた協定を結びました。県内では初めて調印され
たこの協定は、8カ国語での情報発信を柱とし、熊本地
震で落ち込んだ観光客の回復を目指すもの。
　同団体が運営するウェブサイト「Guidoor(ガイドア)」
を活用して、村の観光情報を提供。来日前の人に村の魅
力を紹介できるほか、詳細情報にアクセスできる2次元
コード付きのパネルを村内の観光地に設置し、訪れた人
の満足度向上に繋げます。

観光地に設置される2次元バーコード付きのパネル

　村学童水泳記録会が、南阿蘇村白水B&G海洋センター
プールで行われました。
　当日は村内5小学校から246人の児童が参加。それぞ
れが日頃の練習の成果を発揮して全力の泳ぎを見せ、6
つの大会新記録が打ち出される記録会となりました。
　プログラム最後のリレー競技では、会場全体にその日
いちばんの大きな声援と手拍子が響き渡り、児童たちは
最後の一人が泳ぎきるまで、全員で声をそろえて応援を
続けていました。

児童たちは、競技でも応援でも
一生懸命な頑張りを見せていま
した。

競技の様子
（上：第2分団、
右：第13分団）

　JA阿蘇南部トマト部会(部会長　緒方眞一さん　長
野)が、村内3つの保育所にトマトを贈呈しました。
　久木野保育所には、部会員3人が一箱24個入りのト
マト5箱を持って訪問。園児たちからのトマトに関する
質問に丁寧に答えた後、代表の園児に手渡しました。箱
いっぱいのトマトを笑顔で受け取った園児たちは、お礼
に「トマトのうた」を歌いました。
　贈呈されたトマトは、園児たちが持ち帰ったほか、給
食でも提供されました。

トマト部会員さんからトマトを受け取る園児たち

❶おみこしの登
場後は、やぐら
を囲んでみんな
で盆踊り
❷くまモンの登
場やヒーロー
ショーなども行
われました

白水保育所

❶おそろいの法被でおみこ
しを担ぐ園児たち
❷お化け屋敷では、怖くて
泣いてしまう子もいれば、
笑顔で楽しむ子も

ぴはっ

❶

❷

❶

❷
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村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
総
務
課

No.149

○
セ
ク
ハ
ラ
事
例
１

事
件
の
概
要

　
加
工
食
品
等
の
製
造
販
売
な
ど
を
目

的
と
す
る
被
告
会
社
の「
商
品
開
発

チ
ー
ム
」の
飲
食
会
が
会
社
主
催
で
開

催
さ
れ
、
原
告（
女
性
）を
含
む
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
17
人
と
、
会
社
の
専
務

取
締
役
Ａ（
男
性
）な
ど
4
人
の
管
理

職
が
参
加
し
た
。
原
告
と
Ａ
を
含
む
4

人
は
、
そ
の
後
三
次
会
ま
で
行
き
、
午

前
1
時
頃
、
原
告
と
Ａ
が
タ
ク
シ
ー
に

同
乗
し
帰
途
に
つ
い
た
。

　
そ
の
車
内
で
、Ａ
は
、
原
告
の
身
体

を
押
さ
え
つ
け
、
執
よ
う
に
キ
ス
を
し

た
ほ
か
、「
エ
ッ
チ
し
よ
う
」と
言
葉
を

か
け
る
な
ど
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
し
た
。

タ
ク
シ
ー
下
車
後
、
原
告
は
、
直
属
の

上
司
に
電
話
で
こ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を

訴
え
、
ま
た
、
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

欠
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
原
告
は
、
被
告
会
社
で
は
安
全
に
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、

約
半
年
後
に
退
職
し
、Ａ
及
び
被
告
会

社
に
対
し
、
慰
謝
料
な
ど
の
損
害
賠
償

を
請
求
し
た
。

○
判
決
の
概
要

　
Ａ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
原
告
の
性
的

決
定
権
の
人
格
権
を
侵
害
す
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
、Ａ
の
不
法
行
為（
民
法

7
0
9
条
）の
成
立
を
認
め
た
。

　
ま
た
、
被
告
会
社
に
つ
い
て
も
、①

一
次
会
は
被
告
会
社
の
職
務
と
し
て
開

催
さ
れ
た
こ
と
、②
二
次
会
は
一
次
会

の
最
高
責
任
者
で
あ
る
Ａ
の
発
案
で
、

一
次
会
の
参
加
者
全
員
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
、③
Ａ
は
原
告
に
対
し
三
次
会

に
つ
い
て
く
る
よ
う
声
を
か
け
て
い
る

こ
と
、④
三
次
会
に
参
加
し
た
の
は
い

ず
れ
も
会
社
の
従
業
員
で
あ
り
、
職
務

に
つ
い
て
の
話
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、Ａ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
、
会

社
の
業
務
に
近
接
し
て
、
そ
の
延
長
に

お
い
て
、
上
司
と
し
て
の
地
位
を
利
用

し
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
会
社
の
職
務

と
密
接
な
関
連
性
が
あ
り
、
事
業
の
執

行
に
つ
き
行
わ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
と
し
て
、
使
用
者
責
任
（
民
法

7
1
5
条
）の
成
立
を
認
め
た
。

※
使
用
者
責
任

　
民
法
7
1
5
条
1
項
本
文
は
、「
あ

る
事
業
の
た
め
に
他
人
を
使
用
す
る
者

は
、
被
用
者
が
そ
の
事
業
執
行
に
つ
い

て
第
三
者
に
加
え
た
損
害
を
賠
償
す
る

責
任
を
負
う
。」と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
、
一
般
に
、
他
人
を
使
用

し
て
仕
事
を
す
る
者
は
、
そ
れ
だ
け
自

己
の
活
動
範
囲
を
拡
張
し
、
利
益
を
収

め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
拡
張

し
た
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
他
人
が
第

三
者
に
対
し
て
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ

い
て
も
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
の
考
え

な
ど
に
基
づ
く
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
被
害
者
が
加
害
者
と
同
じ
使
用
者

の
下
で
働
い
て
い
る
場
合
も
、
こ
こ
に

い
う「
第
三
者
」に
含
ま
れ
る
。

　
使
用
者
が
責
任
を
負
う
の
は
、
被
用

者（
加
害
者
）の
加
害
行
為
が「
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
」の
も
の
で
あ
る
場
合

で
あ
る
。
仕
事
を
離
れ
た
全
く
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
の
行
為
は
含
ま
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
問
題
と
な
っ
た
行
為
が
使
用

者
の
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
の
も
の
か

が
争
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
比

較
的
広
く
解
さ
れ
て
お
り
、
事
業
自
体

に
限
定
せ
ず
、
こ
れ
と
密
接
に
関
係
す

る
よ
う
な
行
為
は
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。

　
会
社
や
職
場
が
主
催
す
る
懇
親
会
や

忘
年
会
は
、
多
く
の
場
合
、「
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
」に
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
二
次
会
、
三
次
会
に
な
る
と
、

具
体
的
な
事
情
に
よ
っ
て
異
な
り
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
と
い
う
見
方
が
妥
当
す
る

事
例
も
あ
る
が
、
紹
介
し
た
1
の
裁
判

例
の
よ
う
に
一
次
会
の
延
長
線
上
の
も

の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例
も
多
い
と

思
わ
れ
る
。

※
来
月
も
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
お

伝
え
し
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「セクハラ」についてお伝えします。

　「南阿蘇村放課後英数教室」の開講式が、南阿蘇中学校
体育館で行われました。これは、熊本地震以降、交通ア
クセスや経済的な理由から子どもたちが民間の塾へ通い
づらいという状況を受け、高校受験の支援を目的として、
村教育委員会主催で実施されるもの。
　対象は南阿蘇中学校3年生。教科は英語と数学で、講
師は元学校教員や塾講師など。受講者は基礎・標準・発展
の3コースから自分の学習段階に合ったクラスを選択し、
週4日間、放課後に学校の空き教室で学びます。

気迫に満ちた剣士の熱戦
第13回南阿蘇名水旗剣道大会

8
4

新たな学習支援の場
南阿蘇村放課後英数教室 開講式

8
2

開講式後、第1回目の教室が行われました。

　「第13回南阿蘇名水旗剣道大会」が、旧白水中学校体育
館・白水小学校体育館で開催されました。
　本年度も県内外から100チーム以上が参加。それぞれ
に日頃の稽古の成果を発揮しようと、白熱した試合が繰
り広げられました。

【結果（①優勝　②準優勝　③第三位）】
小学校の部
　①合志少年剣道クラブ　②津森誠心会　③東部剣友会・菊池白龍館
中学男子の部
　①菊池北中学校　②皎々館　③高森中学校・泗水中学校
中学女子の部
　①南阿蘇道場　②大津武道館　③南阿蘇中学校・大津北中学校

剣士たちによる熱戦が行われた会場

　白水B&G海洋センタープールで、8月6日、13日、20
日に「水辺の安全教室～プールでカヌー体験～」が行われ、
申込みをした村内の小学3年生～6年生が参加しました。
　参加者は、ライフジャケットの浮遊体験、ペットボト
ルを使った救命・救助方法などを学んだほか、SUP(スタ
ンドアップパドルボート)やカヌーの体験を通して、水辺
で安全に楽しく活動するために『セルフレスキュー（自分
の身は自分で守る）』の意識を高める学習に真剣に取り組
んでいました。

長年続く盛り上がり
両併夏まつり

8
14

楽しく学ぶ水辺の活動体験
B&G平成30年度 プールで楽しく遊ぼう！ 水辺の安全教室～プールでカヌー体験～

8
6、13、20

カヌーの操船方法を教わる参加児童たち

　「両併夏まつり」(地元青壮年部、同女性部主催)が両
併小学校運動場で開催され、地域の皆さんやお盆で帰省
中の人など、多くの人が訪れました。
　ステージでは、子どもたちが「両併子どもにわか」、「大
阿蘇名水太鼓」、「Ryo! Hey! ダンス」などで会場を沸か
せたほか、大人が演じる「両併肥後にわか」や「新町にわ
か」、「南阿蘇エイサー隊」の演舞などが披露されました。
シンガーソングライター MICAさんのライブの後には
花火が上がり、最後まで盛り上がっていました。

両併小学校児童による「両併にぎやか音頭」
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村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
総
務
課

No.149

○
セ
ク
ハ
ラ
事
例
１

事
件
の
概
要

　
加
工
食
品
等
の
製
造
販
売
な
ど
を
目

的
と
す
る
被
告
会
社
の「
商
品
開
発

チ
ー
ム
」の
飲
食
会
が
会
社
主
催
で
開

催
さ
れ
、
原
告（
女
性
）を
含
む
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
17
人
と
、
会
社
の
専
務

取
締
役
Ａ（
男
性
）な
ど
4
人
の
管
理

職
が
参
加
し
た
。
原
告
と
Ａ
を
含
む
4

人
は
、
そ
の
後
三
次
会
ま
で
行
き
、
午

前
1
時
頃
、
原
告
と
Ａ
が
タ
ク
シ
ー
に

同
乗
し
帰
途
に
つ
い
た
。

　
そ
の
車
内
で
、Ａ
は
、
原
告
の
身
体

を
押
さ
え
つ
け
、
執
よ
う
に
キ
ス
を
し

た
ほ
か
、「
エ
ッ
チ
し
よ
う
」と
言
葉
を

か
け
る
な
ど
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
し
た
。

タ
ク
シ
ー
下
車
後
、
原
告
は
、
直
属
の

上
司
に
電
話
で
こ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を

訴
え
、
ま
た
、
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

欠
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
原
告
は
、
被
告
会
社
で
は
安
全
に
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、

約
半
年
後
に
退
職
し
、Ａ
及
び
被
告
会

社
に
対
し
、
慰
謝
料
な
ど
の
損
害
賠
償

を
請
求
し
た
。

○
判
決
の
概
要

　
Ａ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
原
告
の
性
的

決
定
権
の
人
格
権
を
侵
害
す
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
、Ａ
の
不
法
行
為（
民
法

7
0
9
条
）の
成
立
を
認
め
た
。

　
ま
た
、
被
告
会
社
に
つ
い
て
も
、①

一
次
会
は
被
告
会
社
の
職
務
と
し
て
開

催
さ
れ
た
こ
と
、②
二
次
会
は
一
次
会

の
最
高
責
任
者
で
あ
る
Ａ
の
発
案
で
、

一
次
会
の
参
加
者
全
員
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
、③
Ａ
は
原
告
に
対
し
三
次
会

に
つ
い
て
く
る
よ
う
声
を
か
け
て
い
る

こ
と
、④
三
次
会
に
参
加
し
た
の
は
い

ず
れ
も
会
社
の
従
業
員
で
あ
り
、
職
務

に
つ
い
て
の
話
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、Ａ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
、
会

社
の
業
務
に
近
接
し
て
、
そ
の
延
長
に

お
い
て
、
上
司
と
し
て
の
地
位
を
利
用

し
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
会
社
の
職
務

と
密
接
な
関
連
性
が
あ
り
、
事
業
の
執

行
に
つ
き
行
わ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
と
し
て
、
使
用
者
責
任
（
民
法

7
1
5
条
）の
成
立
を
認
め
た
。

※
使
用
者
責
任

　
民
法
7
1
5
条
1
項
本
文
は
、「
あ

る
事
業
の
た
め
に
他
人
を
使
用
す
る
者

は
、
被
用
者
が
そ
の
事
業
執
行
に
つ
い

て
第
三
者
に
加
え
た
損
害
を
賠
償
す
る

責
任
を
負
う
。」と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
、
一
般
に
、
他
人
を
使
用

し
て
仕
事
を
す
る
者
は
、
そ
れ
だ
け
自

己
の
活
動
範
囲
を
拡
張
し
、
利
益
を
収

め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
拡
張

し
た
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
他
人
が
第

三
者
に
対
し
て
生
じ
さ
せ
た
損
害
に
つ

い
て
も
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
の
考
え

な
ど
に
基
づ
く
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
被
害
者
が
加
害
者
と
同
じ
使
用
者

の
下
で
働
い
て
い
る
場
合
も
、
こ
こ
に

い
う「
第
三
者
」に
含
ま
れ
る
。

　
使
用
者
が
責
任
を
負
う
の
は
、
被
用

者（
加
害
者
）の
加
害
行
為
が「
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
」の
も
の
で
あ
る
場
合

で
あ
る
。
仕
事
を
離
れ
た
全
く
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
の
行
為
は
含
ま
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
問
題
と
な
っ
た
行
為
が
使
用

者
の
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
の
も
の
か

が
争
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
比

較
的
広
く
解
さ
れ
て
お
り
、
事
業
自
体

に
限
定
せ
ず
、
こ
れ
と
密
接
に
関
係
す

る
よ
う
な
行
為
は
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。

　
会
社
や
職
場
が
主
催
す
る
懇
親
会
や

忘
年
会
は
、
多
く
の
場
合
、「
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
」に
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
二
次
会
、
三
次
会
に
な
る
と
、

具
体
的
な
事
情
に
よ
っ
て
異
な
り
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
と
い
う
見
方
が
妥
当
す
る

事
例
も
あ
る
が
、
紹
介
し
た
1
の
裁
判

例
の
よ
う
に
一
次
会
の
延
長
線
上
の
も

の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
事
例
も
多
い
と

思
わ
れ
る
。

※
来
月
も
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
お

伝
え
し
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「セクハラ」についてお伝えします。

　「南阿蘇村放課後英数教室」の開講式が、南阿蘇中学校
体育館で行われました。これは、熊本地震以降、交通ア
クセスや経済的な理由から子どもたちが民間の塾へ通い
づらいという状況を受け、高校受験の支援を目的として、
村教育委員会主催で実施されるもの。
　対象は南阿蘇中学校3年生。教科は英語と数学で、講
師は元学校教員や塾講師など。受講者は基礎・標準・発展
の3コースから自分の学習段階に合ったクラスを選択し、
週4日間、放課後に学校の空き教室で学びます。

気迫に満ちた剣士の熱戦
第13回南阿蘇名水旗剣道大会

8
4

新たな学習支援の場
南阿蘇村放課後英数教室 開講式

8
2

開講式後、第1回目の教室が行われました。

　「第13回南阿蘇名水旗剣道大会」が、旧白水中学校体育
館・白水小学校体育館で開催されました。
　本年度も県内外から100チーム以上が参加。それぞれ
に日頃の稽古の成果を発揮しようと、白熱した試合が繰
り広げられました。

【結果（①優勝　②準優勝　③第三位）】
小学校の部
　①合志少年剣道クラブ　②津森誠心会　③東部剣友会・菊池白龍館
中学男子の部
　①菊池北中学校　②皎々館　③高森中学校・泗水中学校
中学女子の部
　①南阿蘇道場　②大津武道館　③南阿蘇中学校・大津北中学校

剣士たちによる熱戦が行われた会場

　白水B&G海洋センタープールで、8月6日、13日、20
日に「水辺の安全教室～プールでカヌー体験～」が行われ、
申込みをした村内の小学3年生～6年生が参加しました。
　参加者は、ライフジャケットの浮遊体験、ペットボト
ルを使った救命・救助方法などを学んだほか、SUP(スタ
ンドアップパドルボート)やカヌーの体験を通して、水辺
で安全に楽しく活動するために『セルフレスキュー（自分
の身は自分で守る）』の意識を高める学習に真剣に取り組
んでいました。

長年続く盛り上がり
両併夏まつり

8
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楽しく学ぶ水辺の活動体験
B&G平成30年度 プールで楽しく遊ぼう！ 水辺の安全教室～プールでカヌー体験～

8
6、13、20

カヌーの操船方法を教わる参加児童たち

　「両併夏まつり」(地元青壮年部、同女性部主催)が両
併小学校運動場で開催され、地域の皆さんやお盆で帰省
中の人など、多くの人が訪れました。
　ステージでは、子どもたちが「両併子どもにわか」、「大
阿蘇名水太鼓」、「Ryo! Hey! ダンス」などで会場を沸か
せたほか、大人が演じる「両併肥後にわか」や「新町にわ
か」、「南阿蘇エイサー隊」の演舞などが披露されました。
シンガーソングライター MICAさんのライブの後には
花火が上がり、最後まで盛り上がっていました。
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南阿蘇村商工会

長屋です!

青年部ブース

綿菓子と闘い続ける
長野部員

あか牛の串焼きの行列

あか牛に5人体制

唐揚げ担当の
穴見部員

■
あ
そ
望
の
郷
夏
祭
り
に

　
出
店
し
ま
し
た

　
８
月
２
日
、「
道
の
駅
あ
そ
望
の
郷
く

ぎ
の
」に
お
い
て
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

今
年
も
青
年
部
が
出
店
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
生
ビ
ー
ル
、
唐
揚
げ
に
加
え
、

初
の
試
み
と
し
て
、
綿
菓
子
、
ぷ
よ
ぷ

よ
ボ
ー
ル
す
く
い
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
当
日
も
暑
い
１
日
と
な
り
、
予
想
ど

お
り
生
ビ
ー
ル
が
大
好
評
。
ま
た
、
青

年
部
自
慢
の
唐
揚
げ
も
大
好
評
で
、「
大

手
の
唐
揚
げ
屋
よ
り
も
美
味
し
い
」と

い
っ
た
嬉
し
い
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
の
試
み
と
な
っ
た
、
綿
菓
子
や
ぷ

よ
ぷ
よ
ボ
ー
ル
す
く
い
に
も
子
ど
も
た

ち
が
列
を
作
り
、
休
む
暇
も
な
い
ほ
ど

の
大
盛
況
で
し
た
。

　
今
年
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
ま
た
来

年
に
向
け
て
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
菊
陽
町
夏
祭
り
に

　
出
店
し
ま
し
た

　
８
月
４
日
、
菊
陽
町
の「
杉
並
木
公
園

さ
ん
さ
ん
」に
お
い
て
、
菊
陽
町
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
3
年
連
続
で
青
年
部
が

出
店
し
ま
し
た
。

　
あ
そ
望
の
郷
の
夏
祭
り
か
ら
中
1
日

で
の
出
店
だ
っ
た
た
め
、
さ
す
が
の
青

年
部
員
も
疲
労
困
憊
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
こ
は
商
売
人
。
搬
入
か
ら
設

営
ま
で
テ
キ
パ
キ
と
こ
な
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
同
様
、
あ
か
牛
の
串
焼

き
と
生
ビ
ー
ル
を
販
売
し
ま
し
た
。途
中
、

雨
が
降
り
出
し
、
来
場
者
が
木
陰
に
避

難
す
る
場
面
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
か
牛
の
串
焼
き
は
50
ｍ
以
上
の
行
列

が
出
来
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
座
る
暇
も

な
く
あ
か
牛
を
焼
き
続
け
、
閉
場
ま
で

1
時
間
を
残
し
、
無
事
完
売
し
ま
し
た
。

　
雨
の
影
響
で
心
配
さ
れ
た
花
火
大
会

も
無
事
決
行
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
も
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
南

阿
蘇
村
の
魅
力
や
元
気
を
村
外
の
方
々

に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
青
年
部
員
大
募
集
！

　
現
在
、全
28
人
で
青
年
部
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

出
店
、
共
済
推
進
、
清
掃
活
動
へ
の
参
加
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
業
、
自
動
車
整
備
業
、
宿
泊
業

な
ど
異
業
種
の
青
年
部
員
が
所
属
し
て

お
り
、
経
営
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
向
上

や
地
域
振
興
な
ど
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Vol.65

南阿蘇消費者相談室
℡（67）2244

相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

【お問い合わせ】

〜
こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
し
た
〜

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
健
康
食
品

を
購
入
し
商
品
が
届
い
た
。
そ
の
後
、

何
も
頼
ん
で
い
な
い
の
に
１
カ
月
後
に

同
じ
商
品
が
届
い
た
。
よ
く
確
認
す
る

と「
定
期
お
届
け
コ
ー
ス
」に
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
以
上
は
要
ら
な
い
の
で
返

品
し
、
定
期
購
入
を
解
約
し
た
い
。

（
80
歳
代 

女
性
）

●
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
情
報
の
表

示
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
つ

い
つ
い
、
商
品
の
印
象
や
お
得
感
ば

か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
契
約
内
容
や
解
約
条
件
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

定
期
購
入
で
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
や

定
期
購
入
の
期
間
な
ど
重
要
な
事
項

が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。「
初
回
限
定
○
○
円
」、「
先

着
○
名
様
限
り
」、「
本
日
限
り
の
申

込
み
」な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
は
、

要
注
意
で
す
。
後
に
表
示
さ
れ
る
文

言
ま
で
が
大
事
で
す
。

　
健
康
食
品
の
場
合
、
特
に
身
体
に
合

わ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
定
期

購
入
の
判
断
は
慎
重
に
検
討
し
ま

し
ょ
う
！

●
電
話
で
注
文
す
る
際
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
定
期
購
入
等
の
契
約
条
件
を

説
明
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
っ

か
り
と
聞
い
て
、
注
文
内
容
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
説
明
が
分
か
ら
な
い

場
合
や
契
約
内
容
に
つ
い
て
説
明
が

な
い
場
合
は
自
分
か
ら
確
認
し
、
納

得
し
て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

●
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信

販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
契
約

条
件
に
よ
っ
て
は
返
品
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
時
に
は
、

早
め
に
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室（
℡

（
６
７
）２
２
４
４
）に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
注
文
し
た
ら

定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た
！

　政策企画課 情報発信プロジェクト担当の五十嵐です。
　8月より南阿蘇村公式のフェイスブック、インスタグラムを始めました。今
まで以上に南阿蘇村の魅力を村内や村外、さらには海外にまで発信できるよう
進めていきます。
　観光はもちろんですが、地区それぞれのお祭りや伝統行事など、ここで暮ら
しているからこその、地域の密着情報も集め発信していきたいと考えています。
　また、災害時など緊急な時にも迅速な情報や、広報誌が届かない世帯にも
SNSを通じて、役立つ情報をお伝えできればと思っています。取材の際はご協
力どうぞよろしくお願いいたします！

　
教
育
委
員
会
に
配
属
さ
れ
ま
し
た

長
屋
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
南
阿
蘇
も
暑
か
っ
た

の
で
す
が
、
私
の
出
身
地
で
あ
る
東

海
地
方
は
酷
暑
の
日
々
で
、
連
日
35

度
越
え
の
厳
し
い
夏
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
気
温
が
35
度
を
超
え
る
と
、
蚊

と
蝉
の
活
動
が
低
下
す
る
と
い
う
こ

と
を
、
こ
の
猛
暑
で
知
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
地
域
文
化
活
動
の
実
態
調

査
を
兼
ね
て
塩
井
社
の
夏
祭
り
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

復
活
し
た
湧
水
を
た
た
え
た
塩
井
社

周
辺
の
蝉
た
ち
も
、
例
年
よ
り
控
え

目
に
鳴
い
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
酷
暑
に
洪
水
と
、
今
年
の
夏
は
大

変
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
中
、
地

震
で
枯
れ
て
い
た
塩
井
社
水
源
の
復

活
は
、
地
震
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す

る
南
阿
蘇
の
象
徴
の
よ
う
で
、
と
て

も
う
れ
し
い
出
来
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
長
屋
）

vol.11

南
阿
蘇
村

南阿蘇村公式SNS
フェイスブック・インスタグラム開設！

7月19日時点の水源の様子

7月10日時点の水源の様子

ぎおんさん祭りにて神楽
風景

卯添神社夏祭り風景

　おこし隊のある日　Vol.2

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　
村
内
の
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

が
、
人
権
問
題
や
家
庭
問
題
な
ど
の

相
談
に
応
じ
る
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
９
月
25
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　（
吉
田
１
４
９
５
番
地
）

 〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

•
阿
蘇
大
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　（
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

内
）

　
℡ 

0
9
6（
2
9
3
）2
2
7
2

•
役
場 

総
務
課 

人
権
政
策
係

　
℡（
6
7
）1
1
1
1

青
年
部
長
の
大
津
で
す
。

青
年
部
の
一
員
と
し
て
、
南
阿

蘇
や
商
工
業
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

フェイスブック　https://www.facebook.com/minamiasovillage/
インスタグラム　https://www.instagram.com/minamiaso_life/
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南阿蘇村商工会

長屋です!

青年部ブース

綿菓子と闘い続ける
長野部員

あか牛の串焼きの行列

あか牛に5人体制

唐揚げ担当の
穴見部員

■
あ
そ
望
の
郷
夏
祭
り
に

　
出
店
し
ま
し
た

　
８
月
２
日
、「
道
の
駅
あ
そ
望
の
郷
く

ぎ
の
」に
お
い
て
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

今
年
も
青
年
部
が
出
店
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
生
ビ
ー
ル
、
唐
揚
げ
に
加
え
、

初
の
試
み
と
し
て
、
綿
菓
子
、
ぷ
よ
ぷ

よ
ボ
ー
ル
す
く
い
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
当
日
も
暑
い
１
日
と
な
り
、
予
想
ど

お
り
生
ビ
ー
ル
が
大
好
評
。
ま
た
、
青

年
部
自
慢
の
唐
揚
げ
も
大
好
評
で
、「
大

手
の
唐
揚
げ
屋
よ
り
も
美
味
し
い
」と

い
っ
た
嬉
し
い
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
の
試
み
と
な
っ
た
、
綿
菓
子
や
ぷ

よ
ぷ
よ
ボ
ー
ル
す
く
い
に
も
子
ど
も
た

ち
が
列
を
作
り
、
休
む
暇
も
な
い
ほ
ど

の
大
盛
況
で
し
た
。

　
今
年
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
ま
た
来

年
に
向
け
て
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
菊
陽
町
夏
祭
り
に

　
出
店
し
ま
し
た

　
８
月
４
日
、
菊
陽
町
の「
杉
並
木
公
園

さ
ん
さ
ん
」に
お
い
て
、
菊
陽
町
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
3
年
連
続
で
青
年
部
が

出
店
し
ま
し
た
。

　
あ
そ
望
の
郷
の
夏
祭
り
か
ら
中
1
日

で
の
出
店
だ
っ
た
た
め
、
さ
す
が
の
青

年
部
員
も
疲
労
困
憊
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
こ
は
商
売
人
。
搬
入
か
ら
設

営
ま
で
テ
キ
パ
キ
と
こ
な
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
同
様
、
あ
か
牛
の
串
焼

き
と
生
ビ
ー
ル
を
販
売
し
ま
し
た
。途
中
、

雨
が
降
り
出
し
、
来
場
者
が
木
陰
に
避

難
す
る
場
面
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
か
牛
の
串
焼
き
は
50
ｍ
以
上
の
行
列

が
出
来
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
座
る
暇
も

な
く
あ
か
牛
を
焼
き
続
け
、
閉
場
ま
で

1
時
間
を
残
し
、
無
事
完
売
し
ま
し
た
。

　
雨
の
影
響
で
心
配
さ
れ
た
花
火
大
会

も
無
事
決
行
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
も
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
南

阿
蘇
村
の
魅
力
や
元
気
を
村
外
の
方
々

に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
青
年
部
員
大
募
集
！

　
現
在
、全
28
人
で
青
年
部
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
祭
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

出
店
、
共
済
推
進
、
清
掃
活
動
へ
の
参
加
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
業
、
自
動
車
整
備
業
、
宿
泊
業

な
ど
異
業
種
の
青
年
部
員
が
所
属
し
て

お
り
、
経
営
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
向
上

や
地
域
振
興
な
ど
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Vol.65

南阿蘇消費者相談室
℡（67）2244

相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

【お問い合わせ】

〜
こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
し
た
〜

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
健
康
食
品

を
購
入
し
商
品
が
届
い
た
。
そ
の
後
、

何
も
頼
ん
で
い
な
い
の
に
１
カ
月
後
に

同
じ
商
品
が
届
い
た
。
よ
く
確
認
す
る

と「
定
期
お
届
け
コ
ー
ス
」に
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
以
上
は
要
ら
な
い
の
で
返

品
し
、
定
期
購
入
を
解
約
し
た
い
。

（
80
歳
代 

女
性
）

●
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
情
報
の
表

示
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
つ

い
つ
い
、
商
品
の
印
象
や
お
得
感
ば

か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
契
約
内
容
や
解
約
条
件
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

定
期
購
入
で
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
や

定
期
購
入
の
期
間
な
ど
重
要
な
事
項

が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。「
初
回
限
定
○
○
円
」、「
先

着
○
名
様
限
り
」、「
本
日
限
り
の
申

込
み
」な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
は
、

要
注
意
で
す
。
後
に
表
示
さ
れ
る
文

言
ま
で
が
大
事
で
す
。

　
健
康
食
品
の
場
合
、
特
に
身
体
に
合

わ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
定
期

購
入
の
判
断
は
慎
重
に
検
討
し
ま

し
ょ
う
！

●
電
話
で
注
文
す
る
際
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
定
期
購
入
等
の
契
約
条
件
を

説
明
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
っ

か
り
と
聞
い
て
、
注
文
内
容
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
説
明
が
分
か
ら
な
い

場
合
や
契
約
内
容
に
つ
い
て
説
明
が

な
い
場
合
は
自
分
か
ら
確
認
し
、
納

得
し
て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

●
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信

販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
契
約

条
件
に
よ
っ
て
は
返
品
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
時
に
は
、

早
め
に
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室（
℡

（
６
７
）２
２
４
４
）に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
注
文
し
た
ら

定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た
！

　政策企画課 情報発信プロジェクト担当の五十嵐です。
　8月より南阿蘇村公式のフェイスブック、インスタグラムを始めました。今
まで以上に南阿蘇村の魅力を村内や村外、さらには海外にまで発信できるよう
進めていきます。
　観光はもちろんですが、地区それぞれのお祭りや伝統行事など、ここで暮ら
しているからこその、地域の密着情報も集め発信していきたいと考えています。
　また、災害時など緊急な時にも迅速な情報や、広報誌が届かない世帯にも
SNSを通じて、役立つ情報をお伝えできればと思っています。取材の際はご協
力どうぞよろしくお願いいたします！

　
教
育
委
員
会
に
配
属
さ
れ
ま
し
た

長
屋
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
南
阿
蘇
も
暑
か
っ
た

の
で
す
が
、
私
の
出
身
地
で
あ
る
東

海
地
方
は
酷
暑
の
日
々
で
、
連
日
35

度
越
え
の
厳
し
い
夏
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
気
温
が
35
度
を
超
え
る
と
、
蚊

と
蝉
の
活
動
が
低
下
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る
と
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う
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を
、
こ
の
猛
暑
で
知
り
ま
し
た
。

　
先
日
、
地
域
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の
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を
兼
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て
塩
井
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の
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り
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

復
活
し
た
湧
水
を
た
た
え
た
塩
井
社

周
辺
の
蝉
た
ち
も
、
例
年
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り
控
え

目
に
鳴
い
て
い
た
よ
う
で
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た
。

　
酷
暑
に
洪
水
と
、
今
年
の
夏
は
大

変
な
ニ
ュ
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ス
が
多
か
っ
た
中
、
地

震
で
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て
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た
塩
井
社
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源
の
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は
、
地
震
か
ら
立
ち
直
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う
と
す

る
南
阿
蘇
の
象
徴
の
よ
う
で
、
と
て

も
う
れ
し
い
出
来
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
長
屋
）

vol.11

南
阿
蘇
村

南阿蘇村公式SNS
フェイスブック・インスタグラム開設！

7月19日時点の水源の様子

7月10日時点の水源の様子

ぎおんさん祭りにて神楽
風景

卯添神社夏祭り風景

　おこし隊のある日　Vol.2

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　
村
内
の
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

が
、
人
権
問
題
や
家
庭
問
題
な
ど
の

相
談
に
応
じ
る
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
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す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
９
月
25
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　
白
水
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健
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ン
タ
ー
会
議
室

　（
吉
田
１
４
９
５
番
地
）

 〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

•
阿
蘇
大
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　（
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

内
）

　
℡ 

0
9
6（
2
9
3
）2
2
7
2

•
役
場 

総
務
課 

人
権
政
策
係

　
℡（
6
7
）1
1
1
1

青
年
部
長
の
大
津
で
す
。

青
年
部
の
一
員
と
し
て
、
南
阿

蘇
や
商
工
業
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

フェイスブック　https://www.facebook.com/minamiasovillage/
インスタグラム　https://www.instagram.com/minamiaso_life/
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ロアッソ熊本の応援と村のPRを吉良村長
と、かなばあちゃんが行いました。

九州大会出場の4選手
（左から　上小手さん、緒方さん、米村さん、田所さん）

「
火
の
国
も
り
あ
げ
タ
イ
！
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

南
阿
蘇
村
タ
ウ
ン
デ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　  （
対 

横
浜
F
C
戦
）

　
8
月
11
日
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
が
、「
南
阿
蘇
村
タ
ウ
ン
デ
イ
」と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
村
の
農
産
品
を
使
用
し
た
出
店

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
チ
ケ
ッ
ト
が
村
民
特
別

価
格
で
販
売
さ
れ
、
小
中
高
校
生
は
無
料
で

観
戦
で
き
ま
し
た
。

　
試
合
前
に
は
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
選
手
た

ち
が
、
訪
れ
た
南
阿
蘇
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
村
か
ら
の
出

店
ブ
ー
ス
に
も
、
応
援
選
手
が
訪
れ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の「
タ
ウ
ン
デ
イ
」は
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
の「
火
の
国
も
り
あ
げ
タ
イ
！
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
実
施
。
今
後
も
連
携
を

図
り
、
お
互
い
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

〈問い合わせ〉教育委員会 社会教育係　℡（67）1602

平成31年南阿蘇村成人式のお知らせ

県中体連総合体育大会 結果  ～南阿蘇中学校～

■日時　平成31年1月3日（木）　開式　正午
■受付　午前11時より
■場所　ホテルグリーンピア南阿蘇　メインホール　ヴァンヴェール
新成人の皆さまへ

　成人式の案内は、本村中学校卒業者、現在本村に住民票がある人
に送付します。
　村外在住で本村出身者も参加できます。参加を希望する人は、事
前にご連絡ください。

保護者の皆さまへ
新成人の晴れ姿を皆さんでお祝いしましょう。
会場に席も用意しております。是非お越しください。

　7月21日、22日に熊本県中体連総合体育大会が県内
各地で開催されました。
　南阿蘇中学校から、バドミントン部、女子バレー部、
剣道部、相撲、空手、水泳が県大会に出場。
　各種目において選手たちは力を尽くし、粘り強く最後
まで諦めない姿を見せてくれました。
　その中で、男子バドミントン（団体戦）が、3位入賞に
輝きました。

南阿蘇中学校バドミントン部（男子）

　また、次の４人の選手が、九州大会への出場を決めてい
ます。（競技名、県大会結果、氏名）
•バドミントン　男子個人（ダブルス）3位
　　○田所　秀翔
　　○米村　和真
•陸上競技　走り幅跳び2位、三段跳び1位
　　○緒方　勇信
•水泳　50ｍ自由形2位、100ｍ自由形2位
　　○上小手　一真

南
阿
蘇
村
生
涯
学
習
支
援
ク
ラ
ブ「
ク
ラ
ブ
南
阿
蘇
」事
務
局
　
藤
本
八
千
代
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ク
ラ
ブ
南
阿
蘇
通
信

プログラム
活　　動
レポート

2018「クラブ会員お楽しみ集いの会」第1弾 ～ゆるっとぶらっと散策ウォーキング～
　6月25日（月）、梅雨時期で天候が心配
でしたが、最高のおでかけ日和に恵まれ、
会員24人で宇土宇城方面へ出かけてきま
した。ミニ鳥居くぐりで有名な“粟嶋神社”
や、熊本県でも有数のあじさいの名所「住吉自然公園」を散策。また、
頂上に鳥居が立っている風流島（たわれ島、たばこ島）や御輿来海岸な
ど阿蘇では見ることのできない海辺の景色を堪能。途中、参加者の要
望で現存する熊本県最古の駅舎「網田駅舎」を見学した後、道の駅・海

の駅宇土マリーナおこしき館で昼食。その後、世界遺産に登録された三角西港を散策。 756メートルにもお
よぶ石積みの埠頭や水路、建造物などは築港後１世紀の歴史を持ちなが
ら今なお厳然としてたたずまいを見せており、築港当時の姿が完璧に現
存している唯一の港。そこから見える「新1号橋“天城僑”」。何とも言え
ない美しい景色でした。また、この橋を渡るのが初めてという方が殆どで、
今回楽しみにしていたひとつでもありました。他にも色々なところを巡っ
て、楽しい一日を過ごすことができ、皆さんに大変喜んでいただきました。

プログラム
活　　動
レポート

2018「クラブ会員お楽しみ集いの会」第２弾 ～野の花を楽しむ「七夕編」～
　七夕の前日7月6日に、“華道 草心流” 教
授 緒方草梯さんによる、青竹を器に季節の
お花をいけて願いを込めた「五色の叶糸（か
なえいと）」を掛けるという七夕編の生花体
験教室を行いました。
　まずは、七夕の由来についてのお話や、花材についての説明などが
あり、「五色の叶糸」の意味や結び方を習いました。色はもちろんですが、
掛ける順番にも意味がありました。日常使う結び方と違うのと細い糸

に四苦八苦。なんとか五色願いを込めながら結びました。
　今回用意された花材は、すべて緒方さんが丹精こめて育てたものです。その中から好きな花材を選び、い
けていきます。水平にいけた雪柳に五色の叶糸を竹筒に近い方から、白・紫・黄・緑・赤の順番に掛けたらで
きあがり。一人一人いけたお花を手直しながら丁寧にわかりやすくアドバイスしていただきました。
　野の花に囲まれ、とても涼やかな癒し空間の中、充実したとても有意義な時間を過ごすことができました。
　身近にある野の花が、こんなにも美しく癒される空間を作ってくれるというのを改めて実感した一日でした。

プログラム
活　　動
レポート

～夏季短期教室 「水泳教室」（7・8月 全8回）開催！～

～お知らせ～ 9月より毎週水曜日「陸上教室」を開講します。詳細はクラブ事務局まで。

　毎回好評の水泳教室を今年も白水B＆G海洋センターで開催しました。
　小学3年生～ 6年生が対象。初心者コース29人・競泳コース23人が
参加。新たな指導者も何人か加わり指導。7月21日の水泳記録会前に
は2回しかレッスンできませんでしたが、「お陰で良い記録がでまし
た！」と感謝のお言葉を何人かの方にいただきました。レベルに合わせ
た指導はもちろんのこと、記録会に向けての指導
や、その時々の要望に応じながら丁寧にご指導い
ただきました。

　今後も水泳教室を開催していく予定です。参加者はもちろんですが、指導者の方も募
集しています！ 子どもたちのためにぜひご協力を！ お問い合わせはクラブ事務局まで。
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ロアッソ熊本の応援と村のPRを吉良村長
と、かなばあちゃんが行いました。
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平成31年南阿蘇村成人式のお知らせ

県中体連総合体育大会 結果  ～南阿蘇中学校～

■日時　平成31年1月3日（木）　開式　正午
■受付　午前11時より
■場所　ホテルグリーンピア南阿蘇　メインホール　ヴァンヴェール
新成人の皆さまへ

　成人式の案内は、本村中学校卒業者、現在本村に住民票がある人
に送付します。
　村外在住で本村出身者も参加できます。参加を希望する人は、事
前にご連絡ください。

保護者の皆さまへ
新成人の晴れ姿を皆さんでお祝いしましょう。
会場に席も用意しております。是非お越しください。

　7月21日、22日に熊本県中体連総合体育大会が県内
各地で開催されました。
　南阿蘇中学校から、バドミントン部、女子バレー部、
剣道部、相撲、空手、水泳が県大会に出場。
　各種目において選手たちは力を尽くし、粘り強く最後
まで諦めない姿を見せてくれました。
　その中で、男子バドミントン（団体戦）が、3位入賞に
輝きました。

南阿蘇中学校バドミントン部（男子）

　また、次の４人の選手が、九州大会への出場を決めてい
ます。（競技名、県大会結果、氏名）
•バドミントン　男子個人（ダブルス）3位
　　○田所　秀翔
　　○米村　和真
•陸上競技　走り幅跳び2位、三段跳び1位
　　○緒方　勇信
•水泳　50ｍ自由形2位、100ｍ自由形2位
　　○上小手　一真
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に四苦八苦。なんとか五色願いを込めながら結びました。
　今回用意された花材は、すべて緒方さんが丹精こめて育てたものです。その中から好きな花材を選び、い
けていきます。水平にいけた雪柳に五色の叶糸を竹筒に近い方から、白・紫・黄・緑・赤の順番に掛けたらで
きあがり。一人一人いけたお花を手直しながら丁寧にわかりやすくアドバイスしていただきました。
　野の花に囲まれ、とても涼やかな癒し空間の中、充実したとても有意義な時間を過ごすことができました。
　身近にある野の花が、こんなにも美しく癒される空間を作ってくれるというのを改めて実感した一日でした。

プログラム
活　　動
レポート

～夏季短期教室 「水泳教室」（7・8月 全8回）開催！～

～お知らせ～ 9月より毎週水曜日「陸上教室」を開講します。詳細はクラブ事務局まで。

　毎回好評の水泳教室を今年も白水B＆G海洋センターで開催しました。
　小学3年生～ 6年生が対象。初心者コース29人・競泳コース23人が
参加。新たな指導者も何人か加わり指導。7月21日の水泳記録会前に
は2回しかレッスンできませんでしたが、「お陰で良い記録がでまし
た！」と感謝のお言葉を何人かの方にいただきました。レベルに合わせ
た指導はもちろんのこと、記録会に向けての指導
や、その時々の要望に応じながら丁寧にご指導い
ただきました。

　今後も水泳教室を開催していく予定です。参加者はもちろんですが、指導者の方も募
集しています！ 子どもたちのためにぜひご協力を！ お問い合わせはクラブ事務局まで。
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「広報 みなみあそ」では、団体加盟の作品の他、
村民の皆さんの作品をお待ちしています。俳
句や短歌、イラストなど、どしどしお寄せくだ
さい！

〈提出日〉毎月5日締め切り
〈宛先〉〒869-1404 南阿蘇村大字河陽1705-1
南阿蘇村役場 政策企画課企画係

〈Eメールアドレス〉skikaku@vill.minamiaso.lg.jp
〈お問い合わせ〉政策企画課企画係　TEL（67）2230
※作品を提出される際は、必ず「お名前」「連絡先」を

ご記入ください。

皆さんの作品を掲載します

「平成30年秋の全国交通安全運動」が実施されます

〈問い合わせ〉　高森警察署　TEL（62）0110

　本運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付
けるとともに、県民自身による道路交通環境の改善に向けた取組を推進することにより、交通事故防止の徹底を図
ることを目的とします。

1 運動の目的

　平成30年9月21日（金）から9月30日（日）までの10日間
2 期間

　交通事故被害者遺族による特別講話が開催されます。
日時／平成30年9月20日（木）午後7時～8時（午後6時30分開場）
場所／阿蘇郡南阿蘇村大字吉田1700番地1 白水体育館
演題／「子どもたちのいのちにありがとう」　　講師／高濵伸一さん　　参加費／無料　　定員／ 250人
主催／阿蘇南部地区交通安全協会、南阿蘇安全運転管理者等協議会、高森警察署　共催／高森町、南阿蘇村
お問合せ／阿蘇南部地区交通安全協会　℡（62）0772

3 期間中の特別行事

〈問い合わせ〉 阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署　TEL（62）9034　火事・救急 119

南
部
分
署

な
ん
で
も 

　
近
年
、
救
急
車
の
出
場
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
搬
送
さ
れ
た
人
の
う

ち
約
半
数
が
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う
現
状
で
す
。「
指
先
を
切
っ

た
」「
日
焼
け
が
痛
い
」な
ど
の
理
由
で
救
急
車
を
呼
ば
れ
る
人
も
い
ま
す
。

本
来
、
救
急
車
は
怪
我
や
病
気
で
命
の
危
険
が
あ
る
人
を
迅
速
に
搬
送
す
る
た
め
に
あ
り

ま
す
。

　
南
部
分
署
や
野
尻
草
部
分
駐
所
で
は
1
件
出
場
す
る
と
完
結
す
る
ま
で
2
〜
3
時
間
は

か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
者
に
接
触
す
る
の
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
た
め
に
も
救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
図
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合
は
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
に
よ
り
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
救
急
受

診
ア
プ
リ「
Ｑ
助
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
症
状
を
選
択
す
る

と
必
要
な
対
応
を
表
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど

も
の
急
病
電
話

相
談
と
し
て

「
＃
８
０
０
０
」

と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
様

子
を
見
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
病
院
を
受
診
し
た
方
が
い
い
の
か

看
護
師
や
小
児
科
医
が
相
談
に
の
り
ま
す
。
な
お
、
こ
ち
ら
は
午

後
7
時
〜
翌
日
の
午
前
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

《料金》 村内：100円、村外：200円 ※温泉は別途料金がかかります。　《お問い合わせ》 長陽歩行浴温泉センター TEL（65）5077
《休館日》 毎週木曜日・日曜日・第2水曜日　《営業時間》 午前10時～午後９時　金・土曜日・祝日  午前10時～午後5時

☆歩行浴からのお知らせ☆
　9月でも暑いですね！！ そんな時こそ、歩行浴で水中運動を行い、気分を心地よいものに変えていきませんか？ 祝
日も開館しています！ どなたでもご利用できます！！

9月歩行浴スケジュール
時間 土金木

休
館
日

水火月10：00

13：30
14：15

19：30
20：15

10：30

水中健康体操

水中ウォーキング 水中ウォーキング

一般利用

一般利用
一般利用

※17：00まで

一般利用
※17：00まで

一般利用

※12時30分まで
ご利用はできません。
（一般利用も）

一般利用

水中健康体操 簡単アクア 簡単アクア

シェイプアップアクアシェイプアップアクア

シェイプアップアクア
※10：30～11：15

※火曜12時30分以降
休
館
日

休館 休館

日
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り
ま
す
。
該
当
す
る
症
状
を
選
択
す
る

と
必
要
な
対
応
を
表
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど

も
の
急
病
電
話

相
談
と
し
て

「
＃
８
０
０
０
」

と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
様

子
を
見
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
病
院
を
受
診
し
た
方
が
い
い
の
か

看
護
師
や
小
児
科
医
が
相
談
に
の
り
ま
す
。
な
お
、
こ
ち
ら
は
午

後
7
時
〜
翌
日
の
午
前
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

《料金》 村内：100円、村外：200円 ※温泉は別途料金がかかります。　《お問い合わせ》 長陽歩行浴温泉センター TEL（65）5077
《休館日》 毎週木曜日・日曜日・第2水曜日　《営業時間》 午前10時～午後９時　金・土曜日・祝日  午前10時～午後5時

☆歩行浴からのお知らせ☆
　9月でも暑いですね！！ そんな時こそ、歩行浴で水中運動を行い、気分を心地よいものに変えていきませんか？ 祝
日も開館しています！ どなたでもご利用できます！！

9月歩行浴スケジュール
時間 土金木

休
館
日

水火月10：00

13：30
14：15

19：30
20：15

10：30

水中健康体操

水中ウォーキング 水中ウォーキング

一般利用

一般利用
一般利用

※17：00まで

一般利用
※17：00まで

一般利用

※12時30分まで
ご利用はできません。
（一般利用も）

一般利用

水中健康体操 簡単アクア 簡単アクア

シェイプアップアクアシェイプアップアクア

シェイプアップアクア
※10：30～11：15

※火曜12時30分以降
休
館
日

休館 休館

日
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相
談

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

（
無
料
職
業
紹
介
所
）の
ご
案
内

　
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方（
若
者
・
転

職
希
望
者
・
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
な
ど
）ど
な
た
で
も
！
　
皆
様
の

お
仕
事
さ
が
し
の
お
手
伝
い
を
い
た

し
ま
す
！
　
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

■
利
用
時
間

　
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
場
所

　
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
2
4
0
2

　（
阿
蘇
地
域
振
興
局
2
階
）

■
支
援
内
容

•
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相

談（
お
一
人
お
ひ
と
り
じ
っ
く
り

と
相
談
で
き
ま
す
！
）

•
適
性
診
断

•
履
歴
書（
志
望
動
機
、
自
己
P
R
作

成
）、
職
務
経
歴
書
作
成
に
対
す
る

個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
お
手
伝
い

•
入
退
室
や
実
際
の
場
面
を
想
定
し

た
面
接
練
習
　
　
　
な
ど

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

℡ 

0
9
6
7（
2
2
）8
1
7
8

看
護
学
生
募
集

■
募
集
人
員
　
40
人

■
課
程
・
学
科

　
医
療
高
等
課
程
・
准
看
護
科

■
修
業
年
限
　
２
年（
昼
）

■
受
験
資
格

　
中
学
校
卒
業
以
上
の
者（
本
年
度

卒
業
見
込
み
を
含
む
）

■
受
験
料
　
1
0
，
0
0
0
円

■
願
書
受
付
期
間

　
10
月
1
日（
月
）〜
22
日（
月
）

　
※
午
後
5
時
必
着

■
入
学
試
験

•
試
験
日
　
10
月
25
日（
木
）

　（
午
前
）学
科
試
験（
午
後
）面
接

•
場
所

　
菊
池
郡
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修

学
校

•
試
験
科
目

　
①
国
語
②
社
会
③
数
学
ま
た
は
英

語（
選
択
）④
面
接

■
合
格
発
表

　
10
月
29
日（
月
）午
前
10
時

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

菊
池
郡
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修
学
校

℡
0
9
6
8（
2
5
）2
1
8
2

動
物
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
余
生
馬
牧
場「
オ
ー
プ
ン
セ
サ
ミ
」

で
は
、
競
馬
場
や
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
働

い
て
き
た
馬
た
ち
が
穏
や
か
な
余
生

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
お
世
話
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
見
学
だ
け
で
も

大
丈
夫
で
す
。

■
場
所
　
オ
ー
プ
ン
セ
サ
ミ（
牧
場
）

　
南
阿
蘇
村
白
川
1
7
9
2
‐
2

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　
餌
や
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
掃
除
、

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
　
な
ど

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

℡
0
9
0（
7
6
2
3
）2
9
0
8

（
モ
モ
セ
）

第
２
回 

あ
そ
っ
こ 
ゆ
ず
り
っ
こ
の
会

　
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
や
保

育
園
・
小
学
校
用
品
を
譲
っ
て
い
た

だ
け
る
方
、
お
下
が
り
が
欲
し
い
方
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
定
期
的
に
開
催
予
定
で
す
。

■
日
時
　
9
月
16
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

試
験

募
集

※
お
下
が
り
の
持
ち
込
み
受
付
は
、

午
前
11
時
30
分
ま
で

■
場
所
　
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ
　
秋
冬
の
お
洋
服
、
靴
や

小
物
、
保
育
園
・
小
学
校
用
品

※
サ
イ
ズ
は
、
新
生
児
〜
1
6
0
㎝

※
友
人
に
譲
れ
る
く
ら
い
の
状
態
の

物
を
お
願
い
し
ま
す（
肌
着
は
新

品
同
様
の
物
に
限
り
ま
す
）

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

椛
島 

℡
0
9
0（
9
9
7
3
）0
9
2
6

※
詳
細
は「
あ
そ
っ
こ 

ゆ
ず
り
っ
こ

の
会
」で
検
索

平
成
30
年
度
熊
本
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
職
員
採
用
試
験

■
職
種
　
一
般
事
務

■
採
用
予
定
人
員
　
１
人
程
度

■
職
務
内
容

　
熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
に

勤
務
し
、
事
務
に
従
事
す
る
。

　
た
だ
し
、
２
年
間
程
度
、
東
京
都

区
内
へ
の
派
遣
勤
務
と
な
る
場
合
が

あ
る
。

■
受
験
資
格（
年
齢
等
要
件
）

﹇
区
分
﹈大
学
卒
業
程
度

﹇
要
件
﹈平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、

４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

■
受
験
手
続

•
受
付
期
間
　
9
月
14
日（
金
）ま
で

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

•
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

　
午
後
5
時
ま
で

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
を
除
く

 〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
〉

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課

℡
0
9
6（
3
6
5
）1
9
0
0

〒
8
6
2
‐
0
9
1
1

熊
本
市
東
区
健
軍
1
丁
目
5
番
3
号

（
熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
別 

3
階
）

一
般

南阿蘇村子育て支援センター わくわくひろば
　子育て支援センター「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護者が一緒に遊べる、親子の交
流や育児の情報交換の場です。毎月楽しい行事などを行っております。お気軽にお越しください。

■開設日時　毎週月～金曜日 午前10時～午後3時
　　　　　　（12月29日～ 1月3日を除く）
■場所　長陽保健センター
　　　　（総合福祉温泉センター「ウィナス」の隣）

6日
10日
13日
20日
27日

28日

湧沢津水源に行こう！
大きくなあれ！（身体測定）
わくわくランチ
砂遊びをしよう！
8月、9月生
お誕生日会
高森町の方と交流会

（木）
（月）
（木）
（木）
（木）

（金）

9月行事予定（午前10時30分から）

8月に入り、毎日プール遊びを
楽しんでいます。暑さに負けず

元気いっぱいのわくわく広場です。

℡（67）2125

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

実
施
の
お
知
ら
せ

　
南
阿
蘇
村
で
は
、
今
年
の
10
月

1
日
現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
住
宅

に
関
す
る
実
態
、
現
住
居
以
外
の

住
宅
、
土
地
の
保
有
状
況
や
住
宅

な
ど
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
に
関

す
る
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
現
状

と
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
統
計
法
に
基

づ
い
て
行
う
国
の
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
、
大
学
、
民
間
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
住

宅
や
土
地
に
関
す
る
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
熊
本
県
下
5
万
9
千

の
住
戸
・
世
帯
を
対
象
と
し
て
行

わ
れ
、
南
阿
蘇
村
は
9
月
中
旬
か

ら
調
査
員
が
対
象
の
世
帯
に
お
伺

い
し
て
調
査
票
の
配
布
や
取
集

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も

可
能
）を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
の
内
容
は
、
統

計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

　
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

役
場 

政
策
企
画
課

℡（
6
7
）2
2
3
0

　
高
森
高
校
は
創
立
70
周
年
を
迎
え
、
こ
の
た
び

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
高
森
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
始
ま
り
、
式
典
、

講
演
会
、
芸
術
鑑
賞
会
な
ど
、
同
窓
会
や
地
域
の

各
種
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
式
典
に
向
け
て

準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
70
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
26
日（
金
）午
前
10
時
開
始

■
場
所
　
高
森
高
等
学
校（
第
一
体
育
館
）

【
式
次
第
】

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
午
前
9
時
30
分
〜
9
時
50
分
）

　
高
森
高
校
　
吹
奏
楽
部
演
奏

○
記
念
式
典（
午
前
10
時
〜
11
時
）

○
記
念
講
演
会（
午
前
11
時
20
分
〜
午
後
12
時
30
分
）

　
講
師
　
村
上
美
香
さ
ん（
㈱
ヒ
ト
コ
ト
社
代
表
）

　
演
題「
い
の
ち
を
尊
重
す
る
生
き
方
と
は
？
」

○
記
念
芸
術
鑑
賞
会（
午
後
2
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

　
劇
団
　
天
然
木

　
新
作「
ビ
ー
子
は
飛
ん
で
い
っ
た
」

（
山
都
町
在
住
、
全
国
で
公
演
を
さ
れ
て
い
る
家

族
劇
団
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演
）

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

創
立
70
周
年
記
念
式
典
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れ
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皆
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間

　
平
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の
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時
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所
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0
円

■
願
書
受
付
期
間

　
10
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1
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月
）〜
22
日（
月
）

　
※
午
後
5
時
必
着

■
入
学
試
験

•
試
験
日
　
10
月
25
日（
木
）

　（
午
前
）学
科
試
験（
午
後
）面
接

•
場
所

　
菊
池
郡
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修

学
校

•
試
験
科
目

　
①
国
語
②
社
会
③
数
学
ま
た
は
英

語（
選
択
）④
面
接

■
合
格
発
表

　
10
月
29
日（
月
）午
前
10
時

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

菊
池
郡
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修
学
校

℡
0
9
6
8（
2
5
）2
1
8
2

動
物
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
余
生
馬
牧
場「
オ
ー
プ
ン
セ
サ
ミ
」

で
は
、
競
馬
場
や
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
働

い
て
き
た
馬
た
ち
が
穏
や
か
な
余
生

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
お
世
話
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
見
学
だ
け
で
も

大
丈
夫
で
す
。

■
場
所
　
オ
ー
プ
ン
セ
サ
ミ（
牧
場
）

　
南
阿
蘇
村
白
川
1
7
9
2
‐
2

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　
餌
や
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
掃
除
、

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
　
な
ど

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

℡
0
9
0（
7
6
2
3
）2
9
0
8

（
モ
モ
セ
）

第
２
回 

あ
そ
っ
こ 

ゆ
ず
り
っ
こ
の
会

　
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
や
保

育
園
・
小
学
校
用
品
を
譲
っ
て
い
た

だ
け
る
方
、
お
下
が
り
が
欲
し
い
方
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
定
期
的
に
開
催
予
定
で
す
。

■
日
時
　
9
月
16
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

試
験

募
集

※
お
下
が
り
の
持
ち
込
み
受
付
は
、

午
前
11
時
30
分
ま
で

■
場
所
　
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ
　
秋
冬
の
お
洋
服
、
靴
や

小
物
、
保
育
園
・
小
学
校
用
品

※
サ
イ
ズ
は
、
新
生
児
〜
1
6
0
㎝

※
友
人
に
譲
れ
る
く
ら
い
の
状
態
の

物
を
お
願
い
し
ま
す（
肌
着
は
新

品
同
様
の
物
に
限
り
ま
す
）

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

椛
島 

℡
0
9
0（
9
9
7
3
）0
9
2
6

※
詳
細
は「
あ
そ
っ
こ 

ゆ
ず
り
っ
こ

の
会
」で
検
索

平
成
30
年
度
熊
本
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
職
員
採
用
試
験

■
職
種
　
一
般
事
務

■
採
用
予
定
人
員
　
１
人
程
度

■
職
務
内
容

　
熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
に

勤
務
し
、
事
務
に
従
事
す
る
。

　
た
だ
し
、
２
年
間
程
度
、
東
京
都

区
内
へ
の
派
遣
勤
務
と
な
る
場
合
が

あ
る
。

■
受
験
資
格（
年
齢
等
要
件
）

﹇
区
分
﹈大
学
卒
業
程
度

﹇
要
件
﹈平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、

４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

■
受
験
手
続

•
受
付
期
間
　
9
月
14
日（
金
）ま
で

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

•
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

　
午
後
5
時
ま
で

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
を
除
く

 〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
〉

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課

℡
0
9
6（
3
6
5
）1
9
0
0

〒
8
6
2
‐
0
9
1
1

熊
本
市
東
区
健
軍
1
丁
目
5
番
3
号

（
熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
別 

3
階
）

一
般

南阿蘇村子育て支援センター わくわくひろば
　子育て支援センター「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護者が一緒に遊べる、親子の交
流や育児の情報交換の場です。毎月楽しい行事などを行っております。お気軽にお越しください。

■開設日時　毎週月～金曜日 午前10時～午後3時
　　　　　　（12月29日～ 1月3日を除く）
■場所　長陽保健センター
　　　　（総合福祉温泉センター「ウィナス」の隣）

6日
10日
13日
20日
27日

28日

湧沢津水源に行こう！
大きくなあれ！（身体測定）
わくわくランチ
砂遊びをしよう！
8月、9月生
お誕生日会
高森町の方と交流会

（木）
（月）
（木）
（木）
（木）

（金）

9月行事予定（午前10時30分から）

8月に入り、毎日プール遊びを
楽しんでいます。暑さに負けず

元気いっぱいのわくわく広場です。

℡（67）2125

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

実
施
の
お
知
ら
せ

　
南
阿
蘇
村
で
は
、
今
年
の
10
月

1
日
現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
住
宅

に
関
す
る
実
態
、
現
住
居
以
外
の

住
宅
、
土
地
の
保
有
状
況
や
住
宅

な
ど
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
に
関

す
る
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
現
状

と
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
統
計
法
に
基

づ
い
て
行
う
国
の
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
、
大
学
、
民
間
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
住

宅
や
土
地
に
関
す
る
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
熊
本
県
下
5
万
9
千

の
住
戸
・
世
帯
を
対
象
と
し
て
行

わ
れ
、
南
阿
蘇
村
は
9
月
中
旬
か

ら
調
査
員
が
対
象
の
世
帯
に
お
伺

い
し
て
調
査
票
の
配
布
や
取
集

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も

可
能
）を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
の
内
容
は
、
統

計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

　
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

役
場 

政
策
企
画
課

℡（
6
7
）2
2
3
0

　
高
森
高
校
は
創
立
70
周
年
を
迎
え
、
こ
の
た
び

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
高
森
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
始
ま
り
、
式
典
、

講
演
会
、
芸
術
鑑
賞
会
な
ど
、
同
窓
会
や
地
域
の

各
種
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
式
典
に
向
け
て

準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
70
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
26
日（
金
）午
前
10
時
開
始

■
場
所
　
高
森
高
等
学
校（
第
一
体
育
館
）

【
式
次
第
】

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
午
前
9
時
30
分
〜
9
時
50
分
）

　
高
森
高
校
　
吹
奏
楽
部
演
奏

○
記
念
式
典（
午
前
10
時
〜
11
時
）

○
記
念
講
演
会（
午
前
11
時
20
分
〜
午
後
12
時
30
分
）

　
講
師
　
村
上
美
香
さ
ん（
㈱
ヒ
ト
コ
ト
社
代
表
）

　
演
題「
い
の
ち
を
尊
重
す
る
生
き
方
と
は
？
」

○
記
念
芸
術
鑑
賞
会（
午
後
2
時
30
分
〜
午
後
4
時
）

　
劇
団
　
天
然
木

　
新
作「
ビ
ー
子
は
飛
ん
で
い
っ
た
」

（
山
都
町
在
住
、
全
国
で
公
演
を
さ
れ
て
い
る
家

族
劇
団
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演
）

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

創
立
70
周
年
記
念
式
典
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社
協
告
知
板

〈
敬
称
略
〉

次
の
方
か
ら
南
阿
蘇
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し

田
上
八
千
代
・
白
川

足
立
　
秀
男
・
中
松
三

坂
本
ミ
ヨ
子
・
中
松
一

吉
野
　
幸
雄
・
新
所

藤
本
　
和
信
・
長
野

岡
村
　
辰
哉
・
新
所

溝
部
さ
ち
代
・
第
七
駐
在

〈
亡
夫・田
上
丸
喜
様
〉

〈
亡
妻・足
立
ケ
イ
子
様
〉

〈
亡
夫・坂
本
政
則
様
〉

〈
亡
妻・吉
野
要
子
様
〉

〈
亡
祖
母・藤
本
ミ
ツ
様
〉

〈
亡
母・岡
村
寛
子
様
〉

〈
亡
母・溝
部
ミ
ツ
エ
様
〉

図書室だより
新刊図書紹介

南阿蘇村長陽中央公民館

＊公民館図書室は、旧長陽庁舎のとなりにあります。
　開室時間は月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までです。
　皆さまのご利用をお待ちいたしております。

お問い合わせ：教育委員会　TEL：（67）1602

新刊たくさん
　入りました！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〈
敬
称
略
〉

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

〈
敬
称
略
〉

お
く
や
み

〈
敬
称
略
〉

上
田
　
峻
寛

桐
原
　
真
代

田
上
　
郁
弥

池
田
　
聖
羅

惠
良
　
幸
則

坂
狩
　
美
月

島
津
　
康
平

芹
口
　
結
衣

河
野
　
翔
大

鶴
林
　
愛
莉

藤
原
　
　
淳

丸
山
　
　
栞

〈
西
原
村
〉

〈
白
川
〉

〈
白
川
〉

〈
高
森
町
〉

〈
第
二
駐
在
〉

〈
熊
本
市
東
区
〉

〈
菊
池
市
〉

〈
第
三
駐
在
〉

〈
宇
土
市
〉

〈
加
勢
〉

〈
乙
ヶ
瀬
〉

〈
山
鹿
市
〉

後
藤
弥
來
李
ち
ゃ
ん

宮
田
　
夏
葵
ち
ゃ
ん

大
塚
　
蒼
太
く
ん

岩
﨑
　
怜
恩
く
ん

山
口
　
　
然
く
ん

杉
　
　
　
穏
く
ん

緒
方
　
　
綺
ち
ゃ
ん

〈
　
〉内
は
保
護
者
・
行
政
区

き り

な
つ く

み

た

そ
う

お
ん

れ

ぜ
ん

お
ん

あ
や

夫妻夫妻夫妻夫妻夫妻夫妻

〈
隼
弥・理
沙・白
川
〉

〈
真
匡・真
貴
子・一
関
一
〉

〈
剛
史・真
貴・中
松
三
〉

〈
伸
一・由
加・第
六
駐
在
〉

〈
雄
大・朋
子・第
八
駐
在
〉

〈
達
彦・玉
輝・乙
ヶ
瀬
〉

〈
貴
志・優
希・下
野
〉

〈
　
〉内
は
世
帯
主
・
行
政
区

田
尻
　
英
雄

荒
牧
ト
シ
エ

溝
部
ミ
ツ
エ

瀬
川
　
眞
也

竹
山
　
哲
也

佐
久
間
八
千
代

濵
砂
　
増
見

藤
本
　
ミ
ツ

吉
野
　
要
子

岡
村
　
寛
子

87
歳

96
歳

102
歳

76
歳

85
歳

76
歳

91
歳

97
歳

83
歳

80
歳

〈
本
人・両
併
一
〉

〈
秀
敏・一
関
二
〉

〈
本
人・第
七
駐
在
〉

〈
勝
弘・第
七
駐
在
〉

〈
本
人・東
下
田
〉

〈
尚
次・川
後
田
〉

〈
本
人・喜
多
〉

〈
和
信・長
野
〉

〈
幸
雄・新
所
〉

〈
本
人・新
所
〉

※
戸
籍
届
出
時
の
住
民
登
録
に
基
づ
き

記
載
し
て
お
り
ま
す
。（
同
日
転
入
の

場
合
は
除
く
）

利用者の読みたい本に少しでもお応えできるよう、リクエス
トや予約、県立図書館からの借用業務も行っています。

（要望にお応えできない本もありますので、ご了承ください。）

各庁舎の時間外窓口に
時間外返却箱を設置し
ました。土日・祝日な
どの返却時にご利用く
ださい。

皆さんのご利用お待ちしております。 夏の雪

風に恋う

インジョーカー

下町ロケットゴースト

真夜中の子供

ふしぎ駄菓子屋銭天堂2

すなのたね

【著】
【出版】

佐伯 泰英
文藝春秋

【著】
【出版】

シビル・ドラクロマ
講談社

【著】
【出版】

額賀 澪
文藝春秋

【著】
【出版】

深町 秋生
幻冬舎

【著】
【出版】

池井戸 潤
小学館

【著】
【出版】

辻 仁成
河出書房新社

【著】
【出版】

廣嶋 玲子
偕成社

■一般

■児童書

　こねこのマルコのはじめてのおつかい。ぶじ、お魚を買えるの
でしょうか？
　ハラハラ、楽しいストーリーと、細かく描きこまれた絵を親子
で何度も楽しめる、おつかい絵本です。

なかで あきこ【著者】

マルコはとなりへ
おつかいに

くもん出版【出版】

推薦図書紹介

のむら内科クリニック
西原村小森
096（292）2250

特設人権相談所
10時～15時
（白水保健センター）

歯っぴい健診
（白水保健センター）

砂遊びをしよう！
（わくわくひろば）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（下野山田仮設）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（陽の丘仮設）

村県民税(第3期)
国民健康保険税(第3期)
口座振替日

3歳児健診
（白水保健センター）

8月・9月お誕生会
（わくわくひろば）

・白水 久木野可燃ごみ　　　
不燃ごみ 長陽

2018 南阿蘇カレンダーSEPTEMBER9
8/30

6

13

20

27

10/4

月日 火 水 木 金 土
8/29

5

12

19

26

10/3

8/28

4

11

18

25

10/2

8/31

7

14

21

28

10/5

1

8

15

22

29

10/6

8/26

2

9

16

23

30

8/27

3

10

17

24

10/1

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

白水
久木野

可燃ごみ
不燃ごみ
ペットボトル

長陽
・白水 長陽ペットボトル　　　

不燃ごみ 久木野

可燃ごみ
新聞・雑誌・ダンボール

長陽
久木野

新聞・雑誌・ダンボール
・白水 長陽

ビン・缶類 ・白水 長陽

ビン・缶類 ・白水 長陽

廃食油回収日

渡邉内科
南阿蘇村河陰
0967（67）1777

渡邉総合内科クリニック
高森町高森
0967（65）2201

馬原内科医院
高森町高森
0967（62）0646

南郷谷整形外科医院
高森町高森
0967（62）3351

平田医院
高森町高森
0967（62）0216

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

藤本医院
南阿蘇村中松
0967（67）0020

寺﨑内科胃腸科クリニック
南阿蘇村白川
0967（62）0378

集団健診
【特定健診等】
（旧長陽体育館）

育児相談
（南阿蘇村役場
健康推進課）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（長陽運動公園仮設）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

高森町の方と
交流会
（わくわくひろば）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

集団健診
【特定健診等】
（久木野総合センター）

大きくなあれ！
（身体測定）
（わくわくひろば）

集団健診
【特定健診等】
（久木野総合センター）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

7カ月児健診
（白水保健センター）

わくわくランチ
（わくわくひろば）

湧沢津水源に
行こう！
（わくわくひろば）
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社
協
告
知
板

〈
敬
称
略
〉

次
の
方
か
ら
南
阿
蘇
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し

田
上
八
千
代
・
白
川

足
立
　
秀
男
・
中
松
三

坂
本
ミ
ヨ
子
・
中
松
一

吉
野
　
幸
雄
・
新
所

藤
本
　
和
信
・
長
野

岡
村
　
辰
哉
・
新
所

溝
部
さ
ち
代
・
第
七
駐
在

〈
亡
夫・田
上
丸
喜
様
〉

〈
亡
妻・足
立
ケ
イ
子
様
〉

〈
亡
夫・坂
本
政
則
様
〉

〈
亡
妻・吉
野
要
子
様
〉

〈
亡
祖
母・藤
本
ミ
ツ
様
〉

〈
亡
母・岡
村
寛
子
様
〉

〈
亡
母・溝
部
ミ
ツ
エ
様
〉

図書室だより
新刊図書紹介

南阿蘇村長陽中央公民館

＊公民館図書室は、旧長陽庁舎のとなりにあります。
　開室時間は月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までです。
　皆さまのご利用をお待ちいたしております。

お問い合わせ：教育委員会　TEL：（67）1602

新刊たくさん
　入りました！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〈
敬
称
略
〉

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

〈
敬
称
略
〉

お
く
や
み

〈
敬
称
略
〉

上
田
　
峻
寛

桐
原
　
真
代

田
上
　
郁
弥

池
田
　
聖
羅

惠
良
　
幸
則

坂
狩
　
美
月

島
津
　
康
平

芹
口
　
結
衣

河
野
　
翔
大

鶴
林
　
愛
莉

藤
原
　
　
淳

丸
山
　
　
栞

〈
西
原
村
〉

〈
白
川
〉

〈
白
川
〉

〈
高
森
町
〉

〈
第
二
駐
在
〉

〈
熊
本
市
東
区
〉

〈
菊
池
市
〉

〈
第
三
駐
在
〉

〈
宇
土
市
〉

〈
加
勢
〉

〈
乙
ヶ
瀬
〉

〈
山
鹿
市
〉

後
藤
弥
來
李
ち
ゃ
ん

宮
田
　
夏
葵
ち
ゃ
ん

大
塚
　
蒼
太
く
ん

岩
﨑
　
怜
恩
く
ん

山
口
　
　
然
く
ん

杉
　
　
　
穏
く
ん

緒
方
　
　
綺
ち
ゃ
ん

〈
　
〉内
は
保
護
者
・
行
政
区

き り

な
つ く

み

た

そ
う

お
ん

れ

ぜ
ん

お
ん

あ
や

夫妻夫妻夫妻夫妻夫妻夫妻

〈
隼
弥・理
沙・白
川
〉

〈
真
匡・真
貴
子・一
関
一
〉

〈
剛
史・真
貴・中
松
三
〉

〈
伸
一・由
加・第
六
駐
在
〉

〈
雄
大・朋
子・第
八
駐
在
〉

〈
達
彦・玉
輝・乙
ヶ
瀬
〉

〈
貴
志・優
希・下
野
〉

〈
　
〉内
は
世
帯
主
・
行
政
区

田
尻
　
英
雄

荒
牧
ト
シ
エ

溝
部
ミ
ツ
エ

瀬
川
　
眞
也

竹
山
　
哲
也

佐
久
間
八
千
代

濵
砂
　
増
見

藤
本
　
ミ
ツ

吉
野
　
要
子

岡
村
　
寛
子

87
歳

96
歳

102
歳

76
歳

85
歳

76
歳

91
歳

97
歳

83
歳

80
歳

〈
本
人・両
併
一
〉

〈
秀
敏・一
関
二
〉

〈
本
人・第
七
駐
在
〉

〈
勝
弘・第
七
駐
在
〉

〈
本
人・東
下
田
〉

〈
尚
次・川
後
田
〉

〈
本
人・喜
多
〉

〈
和
信・長
野
〉

〈
幸
雄・新
所
〉

〈
本
人・新
所
〉

※

戸
籍
届
出
時
の
住
民
登
録
に
基
づ
き

記
載
し
て
お
り
ま
す
。（
同
日
転
入
の

場
合
は
除
く
）

利用者の読みたい本に少しでもお応えできるよう、リクエス
トや予約、県立図書館からの借用業務も行っています。

（要望にお応えできない本もありますので、ご了承ください。）

各庁舎の時間外窓口に
時間外返却箱を設置し
ました。土日・祝日な
どの返却時にご利用く
ださい。

皆さんのご利用お待ちしております。 夏の雪

風に恋う

インジョーカー

下町ロケットゴースト

真夜中の子供

ふしぎ駄菓子屋銭天堂2

すなのたね

【著】
【出版】

佐伯 泰英
文藝春秋

【著】
【出版】

シビル・ドラクロマ
講談社

【著】
【出版】

額賀 澪
文藝春秋

【著】
【出版】

深町 秋生
幻冬舎

【著】
【出版】

池井戸 潤
小学館

【著】
【出版】

辻 仁成
河出書房新社

【著】
【出版】

廣嶋 玲子
偕成社

■一般

■児童書

　こねこのマルコのはじめてのおつかい。ぶじ、お魚を買えるの
でしょうか？
　ハラハラ、楽しいストーリーと、細かく描きこまれた絵を親子
で何度も楽しめる、おつかい絵本です。

なかで あきこ【著者】

マルコはとなりへ
おつかいに

くもん出版【出版】

推薦図書紹介

のむら内科クリニック
西原村小森
096（292）2250

特設人権相談所
10時～15時
（白水保健センター）

歯っぴい健診
（白水保健センター）

砂遊びをしよう！
（わくわくひろば）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（下野山田仮設）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（陽の丘仮設）

村県民税(第3期)
国民健康保険税(第3期)
口座振替日

3歳児健診
（白水保健センター）

8月・9月お誕生会
（わくわくひろば）

・白水 久木野可燃ごみ　　　
不燃ごみ 長陽
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可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

白水
久木野

可燃ごみ
不燃ごみ
ペットボトル

長陽
・白水 長陽ペットボトル　　　

不燃ごみ 久木野

可燃ごみ
新聞・雑誌・ダンボール

長陽
久木野

新聞・雑誌・ダンボール
・白水 長陽

ビン・缶類 ・白水 長陽

ビン・缶類 ・白水 長陽

廃食油回収日

渡邉内科
南阿蘇村河陰
0967（67）1777

渡邉総合内科クリニック
高森町高森
0967（65）2201

馬原内科医院
高森町高森
0967（62）0646

南郷谷整形外科医院
高森町高森
0967（62）3351

平田医院
高森町高森
0967（62）0216

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

藤本医院
南阿蘇村中松
0967（67）0020

寺﨑内科胃腸科クリニック
南阿蘇村白川
0967（62）0378

集団健診
【特定健診等】
（旧長陽体育館）

育児相談
（南阿蘇村役場
健康推進課）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（長陽運動公園仮設）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

高森町の方と
交流会
（わくわくひろば）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

集団健診
【特定健診等】
（久木野総合センター）

大きくなあれ！
（身体測定）
（わくわくひろば）

集団健診
【特定健診等】
（久木野総合センター）

集団健診
【特定健診等】
（白水体育館）

7カ月児健診
（白水保健センター）

わくわくランチ
（わくわくひろば）

湧沢津水源に
行こう！
（わくわくひろば）
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❷村の農業を担う新規就農者募集
❹飼い猫避妊手術費助成
❻連載　立野ダム（第２回）
❾戸建て木造住宅の耐震化事業
　（一括メニューの追加）
特設人権相談所を開設します
平成31年南阿蘇村成人式のお知らせ
　県中体連総合体育大会　結果

～トピックス～～トピックス～ 人口

男

女

計

世帯数

南
阿
蘇
村

5,150
5,542
10,692
4,530

（△92）

　（△134）

（△226）

（＋23）
平成30年7月31日現在

（前年同月比）

▲

今年も村内各所でお祭りが開催されました。どのお祭りもそれぞれ、準備・運営側、参加者、
来場者が一体となって盛り上がっていました。お祭りで話した小学生たちが、「明日はあれ
があるでしょ。来週はあそこへ行って、宿題もしないといけないし…」と、盛りだくさんの
予定を大変そうに、楽しそうに話してくれました。他にもさまざまなイベントが行われ、
夏休みの子どもたちは大忙しの様子でした。

▲

7月末に発生した台風12号は、九州の下でぐ
るんと一回転。普段は南から「く」の字を描いて北上することが多い台風ですが、変則的な進路をとることもあるよ
うです。9月に入ってもしばらくは台風シーズン。日ごろの備えを心がけながら、涼しい秋を待ちましょう。 実

62

編集
後記

３歳の誕生日を迎えるお子さんを
募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が
休日の場合は５日以降直
近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さん
の氏名と生年月日・保護
者の氏名・連絡先を添え
て政策企画課企画係まで
お申し込みください。

 政策企画課企画係
　℡（67）2230
　E-mail skikaku@vill.minamiaso.lg.jp

南阿蘇村（出身でも可）で、何
かに挑戦している人や頑張っ
ている人（団体）、活躍してい
る人を紹介します。年齢、自
薦・他薦は問いません。
たくさんの応募をお待ちして
います！

【申し込み・お問い合わせ】
政策企画課企画係
℡（67）2230

募集しています
「村と人」を

今回は、ご応募がありませんでした。
3歳の誕生日を迎えられる
村内在住のお子さまが
いらっしゃいましたら
ぜひご応募ください。

※メールでのご応募もできます。

Happy
 Birthday３さい

お誕生日　おめでとう

7月から8月にかけて、村内各所で夏祭りが開催されました。表紙は8月14日に行われた「両
併夏まつり」の、「両併名物！ 泡まで飲んで（ラムネ早飲み競争）」の様子。どのお祭りもた
くさんの人でにぎわっていました。（→各お祭りの様子は、10～12ページ「ホットニュース」
でお伝えしています）

表紙の説明

　
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
家
族
と
し
て
、
身
近
な
動

物
で
あ
る
猫
。Ｎ
Ｐ
О
法
人「
南
阿
蘇
村
保
護
猫

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
皆
さ
ん
は
、
猫
と
人

間
の
両
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
日
々

活
動
中
で
す
。

　
村
の
長
野
地
区
に
事
務
局
を
設
け
、
猫
の
一

時
預
か
り
や
譲
渡
会
の
ほ
か
、
主
に「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
」

と
呼
ば
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

「
ト
ラ
ッ
プ（
捕
獲
し
て
）」、「
ニ
ュ
ー
タ
ー（
不

妊
手
術
を
し
）」、「
リ
タ
ー
ン（
元
の
場
所
に
戻

す
）」こ
と
の
略
。
外
猫（
屋
外
で
飼
わ
れ
て
い

る
猫
や
野
良
猫
の
こ
と
）が
む
や
み
に
増
え
る

こ
と
や
、
増
え
た
子
猫
が
命
を
落
と
し
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
猫
が
増

え
す
ぎ
る
と
、
猫
が
苦
手
な
人
が
困
っ
た
り
、

非
難
の
声
が
出
て
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

生
ま
れ
て
き
た
か
ら
に
は
可
愛
が
っ
て
あ
げ
た

い
。
早
め
に
不
妊
手
術
を
す
る
こ
と
が
、
猫
た

ち
の
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」と
、
事

務
局
長
の
木
水
要
司
さ
ん（
乙
ヶ
瀬
、
写
真
左

端
）。
活
動
を
地
道
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
は
現
在
、
屋
外
で
過
ご
す
飼
い
猫
に

勝
手
に
処
置
を
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
保
護
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
情
報
提
供
は
、
事
務
局（
℡（
6
7
）

3
5
5
3
）ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

猫
た
ち
を
守
る
た
め
に

南
阿
蘇
村
保
護
猫
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ほ

み
な
み
あ

そ

む
ら

ご

ね
こ
し

え
ん

夏
の
思
い
出

お電話でもお気軽に

お問い合わせください。


